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主な内容

　８月７日㈰、『島根県消防操法大会』が県立大
学グラウンドで開催され、小型ポンプの部に出場
した有福分団が優勝、そして三隅消防隊選抜も準
優勝と、見事な成績を収めました。

（関連記事Ｐ24）

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１１

なつかしの国 石見
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青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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　島根県では、「平成24年の古事記編纂1300年」
「平成25年の出雲大社平成の大遷宮」を機に、
平成22年から平成25年にわたり、古事記の時代
からの連綿と受け継がれてきた歴史・文化に彩
られた島根の魅力を内外に発信し、交流連携を
進めるための多彩な事業を展開しています。

　石見神楽の演目の多くは、古事記が基になっています。ま
た、万葉歌人・柿本人麻呂は浜田市にも伝説を残しており、
記紀神話と万葉集は意外に身近な存在です。悠久の歴史から
なる文化を観光資源として情報発信していきます。

古事記に関連した浜田市の取組

神々の国しまね
～古事記編纂1300年～
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　浜田市・江津市のどこかに隠
された宝箱を見つけると、抽選
で豪華賞品をプレゼント。
期間　10月31日㈪まで
参加方法　市内観光施設でパン

フレットを入手してゲームに
参加してください。

魅力発見宝さがしゲーム

神話をテーマとした巨大砂像が出現！
期間　９月４日㈰まで　
場所　しまね海洋館アクアス前海岸

神話サンドフェスタ2011

市内の温泉施設で毎日夜神楽を上演します。
●旭温泉・あさひ荘別館
　９月１日㈭～10日㈯
●湯屋温泉・リフレパークきんたの里
　９月11日㈰～20日㈫
●美又温泉・美又温泉会館
　９月21日㈬～30日㈮

石見の夜神楽毎日公演

　観光協会では、石見神楽
のロゴ入りポロシャツや、
ミニサイズの幣などを製
作。
　おみやげのラインナップ
を増やします。

石見神楽商品開発

石見神楽の魅力を近畿・首都圏で発信！
更なるファン獲得を目指します。
◎大阪公演
日時　９月24日㈯
開演　午後４時～
会場　イオン化粧品シアター BRAVA ！
◎東京公演
日時　12月11日㈰
開演　午後２時～
会場　北千住シアター１０１０
出演　西村神楽社中ほか
ゲスト出演　福岡ユタカとオタケビ神楽団
問い合わせ先　西村神楽社中事務局（☎�２７３５）・浜田市観光協会（☎�１０８５）

石見神楽　大阪公演・東京公演
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専門サイト「石見之國伝統芸能-石見神楽」オープン
　石見神楽を紹介する専門ホームページを開設
しました。上演予定や演目紹介などはこちらで
チェック！
http://iwamikagura.jp/

石見神楽出張上演事業
　浜田市外から来られた10人以上の団体の宿
泊先に、神楽社中が出張し上演します。
　古事記編纂1300年を記念した特別料金10,000
円で１時間・２演目の鑑賞プランです。
申込先　浜田市観光協会石見神楽担当

（☎�７９８８）

石見神楽検定
　浜田商工会議所では、「石見神楽検定」の
定着に向けて準備を進めています。
　今年度は３回の講座と模擬検定を行い、来
年度以降の本格実施に備えます。
講座テーマ　歴史・背景・道具・衣

い

裳
しょう

などに
ついて。

※　今年度の募集は締め切りました。
問い合わせ　浜田商工会議所（☎�３０２５）

探しています！石見神楽に関する資料

　石見神楽に関する写真や動画、文献や台本な
どを収集保存して、次世代に引き継ぎます。
　八調子を誕生させた風土と、六調子を堅持し
てきた気風を併せ持つ浜田市の石見神楽を後世
まで正確に伝えましょう。

かつて使用されていた幕
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　市内で合宿をされる団体
の宿泊料の一部を助成。
　市内の各種文化スポーツ
施設をＰＲし、リピーター
獲得につなげます。

　浜田の五地想ものがたり推進協議会では、
浜田の食の魅力やお得感で“ようこそ浜田へ”
という気持ちを込めて、　「いいよ！（1,400
円）はまだ。２倍いいよ！（2,800円）はまだ。」
を合言葉に浜田を盛り上げていく取組を、関
係各店の協力で進めています。加盟店を回れ
ば、お食事券入手のチャンスが！

　ツーリズム協議会では、地域や県内外の皆
さんとの交流を育む体験を行っています。 
　体験を通じて｢また浜田に来たい！｣と思っ
てもらえるような魅力あるまちづくりを目指
し活動しています。

　市内に湧出する５つの温泉を紹介した「お
ゆぱん」！スタンプラリーも好評展開中。浜
田市内の５つの温泉を回って、掲載施設でス
タンプを５つ集め、抽選で浜
田の特産品セットをゲット！
参加方法　市内温泉施設で応

募券を入手してスタート！

浜田市観光協会の取組
　全国的にこれからの観光は、観光業界だけでなく、地域全
体で観光客を迎えようとする流れが見られます。
　観光協会では、住民一人ひとりが「地元案内人」として地
域の資源を再認識してもらえるようワークショップなどを開
催していきます。
今後の予定　【基調講演・ワークショップ】　１0月下旬から

問い合わせ先
　本庁観光振興課

（☎�９５３１）
浜田市観光協会
（☎�１０８５）

間伐体験の様子

合宿等誘致事業補助金 はまごちスタンプラリー

ツーリズム

おゆぱん

更なる誘客に向けて
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

浜田市長 宇津徹男
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。

　

浜
田
市
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た
し
ま
し
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、
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の
大
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、
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る
、
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ま
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取
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岸
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場
所
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法
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ら
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ぞ
れ
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地

域
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意
見
や
情
報
を
反
映
し
た
計

画
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
行
政
と

し
て
災
害
時
に
い
ち
早
く
被
災
状

況
を
確
認
し
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
、
各
種
訓
練
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繰
り
返
し
な

が
ら
、
職
員
の
初
動
体
制
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確
立

し
ま
す
。
全
体
計
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見
直
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に

当
た
っ
て
は
、
大
震
災
発
生
当
初

か
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た
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重
な
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入
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。

　

次
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携
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ル
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ル
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国
府
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学
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選
出

さ
れ
た
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に
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り
、
学
校
関
係

者
の
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ん
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理
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て
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現

し
ま
し
た
。
地
域
防
災
力
の
要
と

い
え
る
消
防
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員
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導
者
と
し

て
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域
の
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校
や
施
設
に
対
し

て
、
防
災
活
動
や
消
防
の
理
解
促

進
の
た
め
の
知
識
・
技
術
を
伝
え

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
防
災
を
担

う
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、

国
府
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
避
難
訓
練
を
行
い
、
自
主

防
災
組
織
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地
域
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
煙
体
験
や
初

期
消
火
訓
練
な
ど
、
住
民
参
加
型

の
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練
を
行
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
支
援

に
は
、
１
０
０
人
以
上
の
市
職
員

を
宮
城
県
気
仙
沼
市
な
ど
に
派
遣

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
可
能
な
限

り
被
災
地
の
応
援
を
い
た
し
ま

す
。

地域防災スクールモデル事業
（平成22年11月10日　三隅小学校にて）

皆さん、はじめまして！８月に浜田市の国際交
流員として働き始めたジェイソン・ベックマンと
申します。アメリカのミッドウェスト地域にある
「風の街」といわれるシカゴ市から参りました。
今回は３回目の来日となります。３年生のとき、
同志社大学にある京都アメリカ大学コンソーシア
ムという留学プログラムに参加しました。その年
の秋学期とその次の夏も京都で過ごしました。日
本語や日本文化について、たくさん学べましたし、
ホスト・ファミリーや日本人の友達と一緒に忘れ
られない思い出を作ることができました。

ブラウン大学では、経済と文学の専門に加え、
日本語も４年間勉強していました。なぜ日本語を
勉強しているのかというと、小さい頃から日本文
化に興味を持っていたからです。２歳のとき、任
天堂のファミコンによって日本文化が紹介されま
した。そのときから、アニメ、日本の芸術や文学、
そして日本の歴史を少しずつ味わって、日本への
興味がだんだん強くなってきました。それから、
大学で日本語の勉強を始めて、今も一生懸命勉強
しています。

大学と留学の経験のおかげで、様々な国籍と経
歴の人たちと出会って、アイデアや意見交換をし

て、生涯の友人ができました。京都で勉強してい
たとき、限られた日本語能力を使って、いろいろ
な人と話し合うことによって、国際交流の大切さ
を一層痛感しました。私にとって、ほかの言語を
学ぶことは、ほかの国の人たちの文化、習慣、考
え方などを体験することが必要です。そういうこ
とが理解できたら、誰とでも本当のコミュニケー
ションができるようになると思います。

国際交流員として、いろいろな人と出会って、
アメリカやシカゴの文化、そしてブラウン大学の
卒業生の考え方を共有していきたいと思っていま
す。私は文化交流を重要視しているので、皆さん
と一緒に私たちの社会や文化について学び合える
ようにがんばります。どうぞよろしくお願いしま
す！

新・お元気ですか�

皆さん、はじめまして
国際交流員　ジェイソン・ベックマン　
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会期　９月５日㈪～22日㈭（18日間）

　８月29日㈪　議会運営委員会
　９月５日㈪　本会議　開会、提案説明

（全員協議会）
　　　６日㈫　本会議　個人一般質問
　　　７日㈬　本会議　個人一般質問
　　　８日㈭　本会議　個人一般質問
　　　９日㈮　本会議　個人一般質問
　　　12日㈪　本会議　議案質疑
　　　13日㈫　総務文教委員会
　　　14日㈬　福祉環境委員会
　　　15日㈭　産業建設委員会
　　　16日㈮　予算審査委員会
　　　20日㈫　予算審査委員会
　　　22日㈭　本会議　委員長報告、採決、閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、上記日程は予定であり、８月29日㈪の議
会運営委員会で正式に決定します。

　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、
会場の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
　市議会事務局（☎�９８００）

　今回で６回目となります住民参加型市場公募地
方債「浜田きらめき債」の発行が決定しました。
市民の皆さんが購入された「浜田きらめき債」は、
市が行う事業やまちづくりに活

い

かされます。
対象事業　きらめき債により調達した資金は未来

を担う子どもたちの育成のための子育てや教育
の充実に活用します。

募集期間　10月13日㈭～20日㈭（予定）
発行額　１億円
発行日　11月10日㈭（予定）
発行対象　市内在住の満20歳以上の個人
限度額　１人あたり100万円を限度とし、10万円

単位で購入できます。
償還方法　５年（満期一括償還）
償還日　平成28年11月に元金を一括してお返しし

ます。

利払日　５月と11月（年２回）
利率　募集開始日直近の国債流通利回りを参考に

決定します（決定次第、市ホームページ・取扱
金融機関などで公表します）。

購入方法　取扱金融機関窓口で先着順となります。
予約はできません。

取扱金融機関　浜田市内の山陰合同銀行（代理店
を除く。）・島根銀行・日本海信用金庫・いわみ
中央農業協同組合

問い合わせ先
　本庁財政課財政係（☎�９２１０）

９月浜田市議会定例会日程（予定）

浜田市
平成23年度

第１回公募公債 浜田きらめき債
今年も発行します！
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　市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めることを目的として、
地方公務員法及び浜田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づ
き、職員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事行政
の運営などの状況についてお知らせします。
　なお、給与などの状況については、『広報はまだ』3月号及び市ホームペー
ジで公表していますのでご覧ください。　　　　　　　　　　　(本庁人事課）

区　　分 事務職
技術職 医師 技　能

労務職 消防士 一般職
合　計

他の自治体
からの派遣
による職員

平成22年度採用 ６人 ０人 ０人 ０人 ６人 ２人
平成22年度退職 15人 ０人 ０人 ２人 17人 ０人

（各年度4月1日現在）

区　　分 職員数(人) 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門 20年 21年 22年 23年

一
般
行
政
部
門

議　会 7 7 7 7 ０
総務企画 151 150 149 143 △６ 事務の統廃合による
税　務 40 40 40 38 △２ 事務の統廃合による
民　生 84 75 78 77 △１ 保育所の閉所による
衛　生 47 49 44 45 １ 業務量の増による
労　働 3 3 3 3 ０
農林水産 49 48 48 42 △６ 事務の統廃合による
商　工 23 25 24 26 ２ 観光事業充実による
土　木 74 69 68 72 ４ 事務の移行による
小　計 478 466 461 453 △８

特
別

行
政

部
門

教　育 102 99 96 97 １ 事務の移行による
消　防 112 112 112 112 ０

普通会計　計 692 677 669 662 △７

公
営
企
業

会
計
部
門

病　院 11 9 8 9 １ 医師の採用による
水　道 30 28 28 28 ０
下水道 18 16 14 11 △３ 事務の統廃合による
その他 26 27 24 24 ０
小　計 85 80 74 72 △２

合　　計 777 757 743 734 △９
（この表の職員数には､特別職の職員は含んでいません。ただし､教育長は含みます。）

２ 部門別職員数の状況

１ 職員の採用及び退職の状況

３ 定員適正化への取組状況
　平成29年度までに普通会計職員数を517人以下（消防職112人を除
く。）にする方針を踏まえ、毎年度退職者の1/3相当の職員採用を行い、
職員数の削減に努めます。さらに、機構改革、人員配置の見直し及び
民間委託による職種転換などにより、適正な定員管理を図ります。

区　分 人口
(各年3月31日現在)

普通会計職員数
(各年度4月1日現在) 対前年増減数 人口千人あたりの

普通会計職員数
平成22年 59,476人 669人 △8人 11.25人
平成23年 59,701人 662人 △7人 11.09人

４ 職員採用試験の実施状況
（平成22年度中）

試験区分 応募者 受験者 合格者 採用者
一般事務員（Ａ） 88人 71人 ３人 ３人
建築技術員（Ｂ） ４人 ４人 １人 １人
土木技術員（Ｃ） 10人 ９人 １人 １人
消　防　士（Ｄ） 10人 ５人 ２人 ２人

（職員採用は、平成23年4月1日採用です。）

５ 職員の勤務時間などの状況
区　　分 内　　容

勤務時間
午前８時30分から午後５時15分まで
(休憩時間を除く1日あたり7時間45分、週38時間45分勤務）

休憩時間 午後０時から午後１時までの１時間
週 休 日 日曜日及び土曜日

休　　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び年末年始
(12月29日から翌年の１月３日まで）

※　職員の勤務時間などは、職場の特殊事情により勤務の割り振りをしています。

６ 職員の休暇などの状況

区　　分 内　　　容

年次有給休暇 １年につき20日間付与、新規採用職員は15日間付与。
（平成22年の平均取得日数は9.0日）

病気休暇
負傷又は疾病のため療養することがやむを得ないと認
められる場合の休暇。私傷病に該当する場合は90日付
与。（平成22年の30日超の取得件数は22件）

特別休暇

災害・結婚・出産・忌引など特別の事由により勤務し
ないことが相当であると認められる場合の休暇。
休暇の種類は、感染症、災害などによる交通遮断、住
居の破壊、証人などの官公庁への出頭、公民権の行使、
生理休暇、ボランティア休暇、産前の健診、産前産後
休暇、乳幼児検診、妊娠障害休暇、育児時間、結婚休
暇、妻の分べん、男子の育児、子どもの看護休暇、夏
季休暇、セルフケア休暇、父母などの法要、忌引、ド
ナー休暇です。

介護休暇
配偶者・父母・子などの負傷、疾病又は高齢により日
常生活を営むのに支障がある人の介護をするため、勤
務しないことが相当であると認められる場合の無給休
暇。（平成22年度の取得件数は０件）

７ 職員の分限及び懲戒処分の状況
（平成22年度中）

区　　分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告
処分者数 ０人 10人 １人 ０人 ０人 １人 ０人

８ 職員の服務の状況

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
秘密を守る義務 職務に専念する義務
政治行為などの制限 信用失墜行為の禁止
争議行為などの禁止 営利企業等の従事制限

※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められてます。

９ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況
（平成22年度中）

区　　分 人数 内　　容

職員
研修

県自治研修所 216人 職務経験などの階層別研修・実務研修・
特別研修など

派遣研修 81人 自治大学校・市町村アカデミーなど
独自研修 1,231人 服務・倫理・健康・人権同和講演会など
各課独自研修 2,722人 実務研修など

勤務
評定

昇給時 737人 管理職を除く職員に対し、昇給・昇格・昇
任を行う場合、所属長が勤務評定を行う。昇格・昇任時 57人

10 職員の福祉及び利益の保護の状況
（平成22年度中）

区　　分 人数 内　　容

健康
診断

定期健康診断 470人 浜田市が実施する一般検診
人間ドック 277人 市町村職員共済組合が実施する総合健診
特殊検診 13人 頚肩腕・指曲がり症・VDT作業検診

公務・通勤災害補償 4人 地方公務員災害補償基金が行う補償

11 公平委員会の業務の状況
（平成22年度中）

区　　分 状　　況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 該当なし

人事行政の
運営などの状況報告 
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広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町（☎�１４６８）

１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴職員数の状況 （単位：人）

平成22年度職員数
（平成22年4月1日現在）

平成22年度中
採用者数 退職者数

20 0 2

　浜田地区広域行政組合の人事行政の運営における公正性と透明
性を高めることを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行
政組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職
員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事
行政の運営などの状況についてお知らせします。

⑵構成市からの派遣職員　　　　　　　　　　(平成22年４月１日現在)

　・浜田市　７人　　・江津市　４人

２　職員の給与の状況

⑶職員の競争試験及び選考の状況
　職員の採用試験は行いませんでした。

⑴給与の状況（平成22年度決算） （単位：千円）

給料 職員手当 期末・勤勉
手　　　当 計 １人あたり

給　与　費
89,154 10,398 32,076 131,628 6,581

※　職員手当には、退職手当は含んでいません。

⑶給料月額（初任給）の状況 （平成22年４月１日現在）

区　分 高校卒 大学卒

浜田地区広域
行政組合 一般行政職 140,100円 161,600円

国の制度 一般行政職 140,100円 172,200円

⑸退職手当 （平成22年度支給割合）

区　分
浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

加算措置
定年前早期退職特例措置
２％～20％加算
早期退職優遇制度
15％～30％加算

定年前早期退職特例措置
２％～20％加算

⑵職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成22年４月１日現在）

平均年齢 平均給料月額
（基本給）

平均給与月額
（基本給＋諸手当）

50.8歳 369,147円 417,608円

⑷期末・勤勉手当 （平成22年度支給割合）

区　分
浜田地区広域行政組合（国）

期　末 勤　勉
６月期 1.25月分（1.25） 0.675月分（0.70）
12月期 1.30月分（1.35） 0.675月分（0.65）

計 2.55月分（2.60） 1.35月分（1.35）
加算措置 有

⑹そのほかの主な職員手当の状況
種　　類 説　　明

扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給

住居手当 賃貸住宅で月12,000円を超える家賃を支払っ
ている職員に支給

通勤手当 通勤距離が２㎞以上で、自動車などを利用
している職員に支給

特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康又は困難な勤務で、
その特殊性に応じて支給

３　職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
開始時刻 休憩時間 終了時刻

8:30 12:00 ～ 13:00 17:15

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
　　⑴ 分限　処分なし
　　⑵ 懲戒　処分なし

５　職員の服務の状況（平成22年１月から12月末実績）

⑴休暇取得日数の状況 ( 平均 ) （単位：日）

年次有給休暇
病気休暇 特別休暇

付与日数 取得日数
20 13.2 0 3.7

※　特別休暇には、結婚休暇・夏季休暇・忌引などがあります。

⑵育児休業　取得なし
⑶介護休暇　取得なし
⑷介護休暇承認期間　取得なし
⑸営利企業等従事許可　２件

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
⑴研修の状況 ⑵勤務成績の評定の状況　(単位：人)

研修数 受講者数 昇　給 昇　格 昇　任
22 68人 17 0 3

７　職員の福利の状況
⑴健康診断の状況（単位：人） ⑵安全衛生管理体制の整備

健康診断 人間ドック 区　　　分 人数
7 13 安全衛生管理者 0

衛生管理者 0
安全衛生推進者 3８　職員の利益の保護の状況

⑴勤務条件に関する措置要求の状況　該当なし
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況　該当なし

問い合わせ先
　総務課総務係（☎�１４６８）

平成22年度
人事行政の運営などの状況の公表
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化
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医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化
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ポ
ー
ツ
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活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
市
へ
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん

へ
　

市
で
は
、
総
務
省
の
取
り
組
む

「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」

に
基
づ
き
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
浜
田
市
へ
避
難
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
所
在
地
な
ど
の
情
報
提
供
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
し
て
も
ら
っ
た
情
報
は
、

避
難
す
る
前
に
住
ん
で
い
た
県
や

市
町
村
に
送
ら
れ
、
今
後
の
見
舞

金
支
払
や
税
の
減
免
に
関
す
る
連

絡
、
支
援
情
報
の
お
知
ら
せ
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
合
相
談
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談
窓
口

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
行
政
相

談
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

１
人
で
悩
ま
な
い
で
、

　
　
　
ま
ず
は
ご
相
談
を
！

　

警
察
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
24
時

間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

悪
質
商
法
・
ヤ
ミ
金
・
サ
イ
ト
・

振
り
込
め
詐
欺
・
ス
ト
ー
カ
ー
・

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
な
ど
、
困
り
ご

と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

警
察
相
談
専
用
電
話

♯
９
１
１
０（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

又
は
☎
０
８
５
２
�
９
１
１
０

浜
田
警
察
署

　

☎
�
０
１
１
０

　

９
月
21
日
㈬
か
ら
30
日
㈮
ま
で

の
10
日
間
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

事
故
ゼ
ロ
の　

お
く
に
自
慢
は

し
ま
ね
か
ら

運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
の
重
点

①　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止
（
特
に
、
反
射
材
な
ど

の
着
用
の
推
進
）

②　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

③　

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

ま
た
、
９
月
30
日
㈮
は
、
全
国

で
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

犯
罪
に
強
い
ま
ち
は
、
温
か
い
ま

ち
づ
く
り
か
ら

　

市
で
は
警
察
や
行
政
・
関
係
機

関
な
ど
に
お
け
る
防
犯
対
策
も
、

ず
い
ぶ
ん
と
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
防
犯
の
抑
止
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が

お
互
い
に
相
手
を
思
い
や
る
気
配

り
・
協
力
し
て
犯
罪
を
防
ぐ
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域

の
連
帯
感
の
希
薄
化
は
、
犯
罪
や

少
年
非
行
を
防
止
す
る
社
会
環
境

機
能
も
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
分
た
ち
に
で
き
る
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
重
点
活
動

○
声
掛
け
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
運

動
○
見
守
り
活
動
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
○
門
灯
点
灯
運
動

※　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内　

浜
田
子
ど
も
安
全
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
０
９
８
５
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

第
２
回
試
験

試
験
日　
11
月
13
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請　

９
月
５
日
㈪
～
20

日
㈫

・
電
子
申
請　

９
月
２
日
㈮
～
17

日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
各
類
・

丙
種

第
３
回
試
験

試
験
日　
11
月
20
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請　

９
月
５
日
㈪
～
20

日
㈫

・
電
子
申
請　

９
月
２
日
㈮
～
17

日
㈯

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
大
田
・

益
田

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
各
類
・

丙
種

手
数
料

甲
種　

５
、
０
０
０
円

乙
種　

３
、
４
０
０
円

丙
種　

２
、
７
０
０
円

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
手
続

内
容
は
、
受
験
案
内
に
掲
載
さ

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
避
難

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

警
察
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
実
施

子
ど
も
安
全
情
報

第
２
回
・
第
３
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
及
び
危
険
物

取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）

れ
て
い
ま
す
。
受
験
案
内
・
試

験
受
験
願
書
は
、
市
消
防
本
部

及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
を
受
験
す
る
人

講
習
日　
10
月
６
日
㈭
・
７
日
㈮

講
習
会
場　
い
わ
み
ー
る
４
０
２

研
修
室

申
込
締
切
日　
９
月
29
日
㈭

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

会
員　
　

７
、
５
１
０
円

会
員
外　

９
、
５
１
０
円

※　

勤
務
先
が
各
地
区
危
険
物
保

安
協
会
の
会
員
の
場
合
は
、
会

員
料
金
で
受
講
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

対
象　
消
防
設
備
士
免
状
（
甲
種

及
び
乙
種
）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
免
状
を
取
得
し
て

２
年
以
内
の
人
及
び
前
回
の
受

講
か
ら
５
年
の
期
限
が
経
過
す

る
人

消
火
設
備
講
習

講
習
日　
10
月
６
日
㈭

講
習
会
場　
朱
鷺
会
館（
出
雲
市
）

警
報
設
備
講
習

講
習
日　
10
月
14
日
㈮

講
習
会
場　
浜
田
建
設
会
館
（
浜

田
市
）

講
習
日　
10
月
21
日
㈮

講
習
会
場　
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル
（
松

江
市
）

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

講
習
日　
10
月
28
日
㈮

講
習
会
場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

（
松
江
市
）

申
込
締
切
日　
９
月
22
日
㈭

受
講
料　
７
、
０
０
０
円

受
講
申
請
書　
㈳
島
根
県
消
防
設

備
協
会
・
市
消
防
本
部
及
び
各

出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会
【
〒

６
９
０-

８
５
０
１　

松
江
市

殿
町
１
番
地
（
☎
０
８
５
２
�

７
３
０
５
）】

　

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的

に
、
そ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
防

火
広
報
用
視
聴
覚
資
器
材
を
購
入

し
ま
し
た
。

　

購
入
し
た
資
器
材
は
、
浜
田
市

少
年
女
性
防
火
委
員
会
に
お
い

て
、
各
種
研
修
会
や
啓
発
活
動
な

ど
で
積
極
的
に
活
用
し
、
特
に
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
、
主
に
家
庭

に
お
け
る
初
期
消
火
活
動
・
救
出

救
護
活
動
及
び
防
火
思
想
の
高
揚

な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

安
い
！
ス
ピ
ー
デ
ィ
！
簡
単
！
自

宅
や
会
社
に
い
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
請
求
！

　

現
在
、
自
宅
や
会
社
に
い
な
が

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
事
項

証
明
書
な
ど
の
請
求
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
14
日
か
ら
、
不
動
産

（
土
地
・
建
物
）
や
会
社
・
法
人

の
な
ど
の
手
続
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
・
請
求
方
法

が
、
従
来
の
「
法
務
省
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
「
登

記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
変
更
さ
れ
、
環
境
設
定

や
手
続
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
４
月
１
日
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
不
動
産
や
会
社
・
法

人
の
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の
交

付
の
請
求
を
す
る
場
合
の
手
数
料

が
安
く
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
請

求
し
た
場
合
で
も
登
記
所
の
窓
口

で
証
明
書
な
ど
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
申
請
や
請
求
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
登
記
所
の
担
当
者
又
は
登

記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ

ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.touki-kyoutaku-

net.m
oj.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

不動産及び商業・法人登記の主な手数料

証明書などの種類 改定前 改訂後

書面請求 登記事項証明書 1,000円 700円

オンライン
請求

登記事項証明書
（送付） 700円 570円

登記事項証明書
（窓口交付） － 550円

（新規）

島
根
県
消
防
設
備
士
講
習

平
成
23
年
度
宝
く
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

生
活
・
環
境

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
！
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総
務
省
統
計
局
（
島
根
県
）
で

は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
日
の
生
活
時

間
や
過
去
１
年
間
の
活
動
の
状
況

な
ど
社
会
生
活
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推

進
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
な
ど
、
各
種

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
統
計
理
論
に
基

づ
き
無
作
為
に
選
ば
れ
た
全
国
の

８
万
４
千
世
帯
で
、
そ
の
世
帯
に

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
10
歳
以
上
の

世
帯
員
約
20
万
人
で
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
世
帯
に
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
調
査
票
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.stat.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

県
統
計
調
査
課
生
活
消
費
グ

ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
０
７
２
）

　

動
物
愛
護
週
間
事
業
と
し
て
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　
９
月
18
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

内
容　
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
・

乗
馬
体
験
・
犬
の
し
つ
け
方
教

室
・
盲
導
犬
Ｐ
Ｒ
・
里
親
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
７
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

動
物
ふ
れ
あ
い
塾
の
一
環
と
し

て
、
犬
の
飼
い
主
・
こ
れ
か
ら
犬

を
飼
お
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象

に
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
行
い
ま

す
。
な
お
、会
場
の
都
合
に
よ
り
、

犬
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
会
議
室

内
容　
犬
の
病
気
の
説
明
・
犬
の

手
入
れ
な
ど
の
相
談
・
犬
の
し

つ
け
方
の
講
義

講
師　
獣
医
師
・
動
物
看
護
師
・

訓
練
士

定
員　
先
着
20
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
14
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

一
般
家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
意
識

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
予
算
総
額
に
達
し
た

時
点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

要
件
（
主
な
も
の
）

・
市
内
事
業
者
か
ら
の
購
入
及
び

施
工
に
よ
る
こ
と

・
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

・
市
内
に
自
ら
所
有
し
、
居
住
す

る
家
屋
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
個
人
で
あ
る
こ
と

・
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
適
合

機
種
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額

・
シ
ス
テ
ム
１
kｗ
あ
た
り
３
万
円

（
た
だ
し
、
４
kｗ
・
12
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。）

※　

現
在
の
申
請
状
況
や
ほ
か
の

条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

９月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 木 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
2 金 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
5 月 蛭子町、栄町、片庭町
6 火 港町１～４
7 水 京町、高田町、清水町、真光町
8 木 原町、瀬戸見町、元浜町
9 金 大辻町、原井町
12 月 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
13 火 長沢町１
14 水 長沢町２～５・７・８
15 木 生湯町１～４
16 金 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地、長沢ヒルズ神在
20 火 浅井町４～６
21 水 浅井町１～３、黒川町１・２
22 木 黒川町３～７
26 月 相生町１～３
27 火 相生町３・４、竹迫町
28 水 杉戸町、笠柄町
29 木 熱田町６～10
30 金 小福井団地、汐入団地
※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡に

より土曜日に実施することができます。
（本庁くらしと環境課）

　

自
主
的
な
環
境
美
化
意
識
を
継

続
・
拡
大
す
る
た
め
に
、
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
（
平
成
15
年

10
月
開
催
）
を
契
機
に
、
毎
年
10

月
を
「
市
民
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

デ
ー
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
区
で
の
取
組
と
な
り
ま

す
の
で
、
実
施
日
や
清
掃
活
動
な

ど
を
確
認
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
（
小
雨
決

行
）。

社
会
生
活
基
本
調
査

動
物
ふ
れ
あ
い
塾
を

開
催
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業
補
助
金

第
８
回
市
民
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
デ
ー
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税
務
・
納
税

健
康
・
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て

浜
田

日
時　
10
月
２
日
㈰

午
前
７
時
～
８
時

集
合
場
所　

し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場

清
掃
場
所　
浜
田
漁
港
・
粟
島
公

園
弥
栄

日
時　
10
月
２
日
㈰

清
掃
場
所　
各
集
落
で
実
施

金
城
・
旭
・
三
隅

日
程　
10
月
中
に
実
施
予
定

※　

日
時
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
市

民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、
ま
ち

の
美
化
活
動
で
す
。

　

公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど

の
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

実
施
し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の

球
根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

市
民
の
団
体
・
事
業
者
及
び
市

が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す

　

市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、

公
共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動

を
し
て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
一
度
、
花
の
苗
や
球
根
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
24
の
団
体
が
「
ま
ち
」

の
清
掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
の
手
続

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
、

広
場
や
公
園
な
ど
、
清
掃
・
美

化
活
動
を
す
る
公
共
の
場
所
を

決
め
、
届
出
を
し
ま
す
（
団
体

又
は
事
業
者
が
対
象
で
す
）。

・
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま

す
。

・
市
は
ア
ダ
プ
ト
サ
イ
ン
（
表
示

看
板
）を
設
置
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
保
険
に
加
入
し
ま

す
。

・
市
は
必
要
な
清
掃
道
具
（
ご
み

袋
・
軍
手
・
く
ま
で
・
ほ
う
き

な
ど
）を
提
供
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
は
清
掃
・
美
化
活
動
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

・
集
め
た
ゴ
ミ
は
可
燃
と
不
燃
の

２
種
類
に
分
別
し
、
あ
ら
か
じ

め
市
と
協
議
し
て
決
め
た
集
積

場
所
に
出
し
ま
す
。

・
市
は
ご
み
の
回
収
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　洗濯物がよく乾く季節になりました。ここで
ちょっと洗濯機の使い方を見直してみましょう。
環境にやさしいだけでなく、家計にもおトクで
す。 
☆少量の洗濯物を毎日洗うよりも、洗濯機の容

量に合わせて、洗濯回数を少なくした方が効
果的です
年間で電気5.88kwhの省エネ
約130円の節約
年間で水道16.75㎥の省エネ
約3,820円の節約　合計約3,950円の節約
原油換算1.48ℓ　ＣＯ₂削減量2.1㎏

※　定格容量（洗濯・脱水容量：６㎏）の４割
を入れて洗う場合と８割を入れて洗う場合と
の比較

【一口メモ】
○ポンプなどを使って、お風呂の残り湯を洗濯

に再利用し、水道の量を節約しましょう。
○洗剤をたくさん入れても洗

浄力が増すわけではありま
せん。洗剤が不必要に多い
とすすぎの水が余分に必要
になります。

○すすぎは、注水すすぎより
溜めすすぎのほうが省エネ
です。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ
大事典2011年版】

（本庁くらしと環境課）

浜
田
市
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
～

今日からおうちで省エネ !!【洗濯機の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～
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市
で
は
「
浜
田
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
書
（
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
は
ま
だ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
）」
に
よ
り
、
自
ら
の
事
務

及
び
事
業
の
実
施
に
伴
っ
て
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出

量
を
毎
年
点
検
し
、
そ
の
結
果
を

公
表
す
る
と
と
も
に
、
実
行
計
画

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
に
お
け
る
平
成
22
年
度
の
事

務
及
び
事
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

に
伴
い
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
及
び
削
減
目
標
の
達
成

状
況
を
算
定
し
ま
し
た
の
で
、
公

表
し
ま
す
。

※　

本
計
画
で
算
出
の
対
象
と
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
温
室
効

果
関
与
度
の
高
い
二
酸
化
炭

素
・
メ
タ
ン
・
一
酸
化
二
窒
素

の
３
種
類
と
し
ま
す
。

達
成
状
況 （
オ
フ
ィ
ス
部
門
）

①
前
年
度
（
平
成
21
年
度
）
と
の

比
較
…
３
・
37
％
減

②
基
準
年
度
（
平
成
17
年
度
）
と

の
比
較
…
17
・
62
％
減

計
画
期
間　
平
成
18
年
度
～
平
成

22
年
度
の
５
年
間

目
標　
オ
フ
ィ
ス
部
門
10
％
削
減

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

年度
温室効果ガス（㎏） 対前年度 対平成17年度

（基準年度）
二酸化
炭素 メタン 一酸化

二窒素 合計 増減量
（㎏）

増減比
（％）

増減量
（㎏）

増減比
（％）

平成17年度 3,774,131 － － 3,774,131 － － － －
平成18年度 3,708,395 30 59 3,708,484 ▲65,647 ▲1.74 ▲65,647 ▲1.74
平成19年度 3,422,412 24 43 3,422,479 ▲286,005 ▲7.71 ▲351,652 ▲9.32
平成20年度 3,256,554 20 41 3,256,615 ▲165,864 ▲4.85 ▲517,516 ▲13.71
平成21年度 3,217,516 25 50 3,217,591 ▲39,024 ▲1.20 ▲556,540 ▲14.75
平成22年度 3,108,943 27 54 3,109,024 ▲108,567 ▲3.37 ▲665,107 ▲17.62

　まだまだ暑い日が続き、冷たい飲み物を飲む機
会も多いかと思います。いつも以上に、資源ごみ
（ペットボトル・びん・かん）が増えて、困って
いませんか。
　そこで、今回は、石央リサイクルセンター（生
湯町）への直接持ち込みの案内をします。
　今年４月から、直接持ち込む場合、ペットボト
ル本体・びん・かんに限り、「市指定ごみ袋」に
入れる必要がなくなりました。もちろん、搬入手
数料は無料です（一般家庭も事業所も同じです）。
　直接持ち込めば、ごみ袋の購入枚数を減らすこ
とができますので、ぜひ利用してください。
　ただし、ごみステーション
に出すときは、今までどおり
「市指定ごみ袋」に入れて出
してください。

搬入場所及び時間

○石央リサイクルセンター
所在地　生湯町１９０９－３１
電話番号　☎�１８０８
搬入時間　午前９時～午後４時30分（土・日・

祝日、年末年始は休業です。）

持ち込む際のお願い

・係員の指示に従って搬入してください。
・いずれも飲料用や食品用のものに限りま

す。
・中身を取り除き、軽くゆすぎ、しっかり

水を切って持ち込んでください。
・ペットボトルのキャップやラベルは、必

ず外してください。また、びんのフタ（栓）
もできるだけ外してください。

・リサイクルの妨げとなるため、汚れてい
るものなどについては、受入れをお断り
する場合があります。

・仕分箱が置いてありますので、それぞれ
の箱に分別して入れてください。

・ペットボトル本体を除き、「ペット・プラ」
に分類しているものを直接搬入するとき
は、今までどおり「市指定ごみ袋」に入
れて搬入してください。

問い合わせ先
本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０）

浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
達
成
状
況

（
平
成
22
年
度
分
）

～『もったいない』は未来につづく合言葉～

石央リサイクルセンター
ペットボトル本体・びん・かんを直接持ち込んでみませんか
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金
城
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

９
月
８
日
㈭
～
22
日
㈭

旭
（
①
公
営
住
宅
・
②
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
・
③
一
般
市
営
住
宅
）

受
付
期
間

９
月
８
日
㈭
～
22
日
㈭

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

湯屋団地住宅（３ＤＫ）下来原 平成22年度 ４戸 24,900円～
48,900円

波佐住宅（３ＤＫ）
一般住宅

波佐 昭和60年度 各１戸

14,800円～
29,100円

波佐住宅（３ＤＫ）
高齢者・身体障がい者 
優先住宅

16,100円～
31,600円

家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

住宅種別 募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

①
公営住宅

都川団地
（３ＤＫ） 都川 昭和52年度

（平成22年改修）各１戸
11,900円～

23,400円
市木団地
（３ＤＫ） 市木 昭和57年度

（平成22年改修）
15,100円～

29,700円

②
特定公共
賃貸住宅

あさひインターハイツ
４号棟（２ＬＤＫ） 丸原 平成19年度

３戸
36,000円あさひインターハイツ

５号棟（２ＬＤＫ）
各１戸ニュー旭ヶ丘

（３ＬＤＫ） 今市
平成８年度 40,000円

③一般
市営住宅

今市一般住宅
（３Ｋ） 昭和56年度 14,800円

弥
栄
（
④
地
域
定
住
住
宅
）

受
付
期
間

９
月
８
日
㈭
～
22
日
㈭

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
公
営
住
宅

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
塚ノ元住宅１号棟Ａ
単身用（３ＤＫ）

木都賀

昭和30年度
（平成11年改修）

各１戸

20,000円

塚ノ元住宅１号棟Ｃ
単身用（２ＤＫ） 17,000円

塚ノ元住宅２号棟Ａ
単身用（２ＤＫ） 平成13年度 18,000円

下谷住宅
世帯用（２ＬＤＫ） 平成22年度

23,000円栃木住宅４号棟
世帯用（３ＬＤＫ） 栃木 平成16年度

敷金　家賃の月額の３か月分

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

③
一
般
市
営
住
宅

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

④
地
域
定
住
住
宅

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
の
基
準
額
以
上

で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
自
治
会
に
加
入
で
き
る
人

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
で
き

る
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
営
住
宅

受
付
期
間

９
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬（
必
着
）

募
集
団
地

・
向
野
田
団
地
（
三
隅
町
向
野
田
）

・
浜
田
漁
民
団
地
（
港
町
）

・
旭
イ
ン
タ
ー
団
地
（
旭
町
）

抽
選
日　
10
月
上
旬

入
居
予
定
日　
10
月
下
旬

※　

間
取
り
・
入
居
条
件
や
そ
の

ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
に
つ
い
て

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

住
宅

住
宅
入
居
者
募
集
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募集概要
募集箇所 面積 使用料

（１か月） 附属設備 使途

１階
（仲買売場）

1マス20㎡
（5m×4m） 33,000円／マス

電気・
水道設備

生鮮水産物・冷
凍水産物・水産
加工品の販売な
ど

２階
（事務室）

1室42.5㎡
（5m×8.5m） 55,000円／室

事務室（倉庫な
どとしての利用
も可能）

※　空き室状況など詳しくは、お問い合わせください。

　

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
（
市
公

設
水
産
物
仲
買
売
場
）
の
使
用
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港

４
号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　
昭
和
55
年
３
月
建
築
・

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

※　

２
階
に
つ
い
て
は
、水
産
物
・

水
産
加
工
品
の
販
売
な
ど
以
外

で
も
使
用
可
能
で
す
。
電
気
・

水
道
の
使
用
料
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
敷
地
内
に
無
料
駐
車
場
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
希
望
す
る
人
は
、
申

込
用
紙
（
浜
田
魚
商
協
同
組
合

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

旭
自
治
区
内
全
11
神
楽
団
体
に

よ
る
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

　

舞
台
で
は
な
く
、
地
元
の
秋
祭

り
の
感
覚
で
身
近
に
神
楽
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
来
場
者
に
は
神

楽
道
具
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
神
楽
衣

装
の
装
着
体
験
が
あ
り
ま
す
。
情

熱
の
舞
〝
旭
の
神
楽
〟
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

９
月
17
日
㈯　

重
富
神
楽
社
中

24
日
㈯　

本
郷
神
楽
社
中

10
月
１
日
㈯　

丸
原
神
楽
社
中

８
日
㈯　

来
尾
神
楽
団

15
日
㈯　

和
田
神
楽
会

22
日
㈯　

木
田
神
楽
社
中

29
日
㈯　

坂
本
神
楽
社
中

11
月
５
日
㈯　

戸
川
神
楽
社
中

12
日
㈯　

都
川
神
楽
団

19
日
㈯　

市
木
神
社
神
楽
団

26
日
㈯　

今
市
神
楽
社
中

時
間　
午
後
８
時
30
分
～
10
時

場
所　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
別
館

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
旭
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
４
３
６
）

　

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構
で
は
、

「
し
ま
ね
浜
田
の
商
品
リ
ス
ト
」

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浜
田

市
の
企
業
の
商
品
を
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
販
路

の
拡
大
と
売
上
増
加
を
図
り
ま
す
。

対
象
企
業　
市
内
の
企
業（
個
人
・

法
人
）

対
象
商
品　
“
食
”に
関
す
る
商
品

申
込
締
切
日　
９
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

（
☎
�
８
７
１
７
）

Em
ail:sangyou-shinkou@

city.
ham

ada.shim
ane.jp

　

島
根
労
働
局
の
「
労
働
時
間
設

定
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
は
、

個
別
事
業
場
の
労
働
時
間
全
般
の

相
談
、
説
明
会
・
研
修
会
の
講
師

の
対
応
な
ど
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

労
働
時
間
設
定
改
善
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
利
用
は
無
料
で
す
。

・
所
定
外
労
働
を
削
減
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

・
変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

・
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
？

・
仕
事
と
生
活
の
調
和
っ
て
ど
ん

な
こ
と
？　

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
や
疑
問
を
抱

え
て
い
る
企
業
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

労
働
時
間
設
定
改
善
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
監
督
課

（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
６
・

▢FAX
０
８
５
２
�
１
１
６
３
）

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
の
退
職
金
制
度
な
ら
、
掛
金

に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実

・
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額

す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部
を
国

が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数

料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

・
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退

職
金
試
算
額
を
事
業
主
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接

従
業
員
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

産
業
・
地
域
活
性
化

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
の

使
用
者
募
集

旭
温
泉
湯
っ
た
り
神
楽

「
し
ま
ね
浜
田
の
商
品
リ
ス
ト
」

へ
の
掲
載
企
業
を
募
集
し
ま
す

労
働
時
間
設
定
改
善
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

ご
存
知
で
す
か
？

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

パ
ー
ト
職
員
も
加
入
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３-
３
４
３
６-

０
１

５
１
）

家
屋
を
滅
失
（
解
体
）
し
た
と
き

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
税
務

担
当
窓
口
へ
「
家
屋
解
体
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
滅
失
（
解
体
）
し
た
家

屋
が
登
記
家
屋
の
場
合
は
、
松
江

地
方
法
務
局
（
浜
田
支
局
）
へ
建

物
滅
失
（
解
体
）
の
登
記
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

○
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
（
所

有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
）

　

松
江
地
方
法
務
局（
浜
田
支
局
）

へ
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記

の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

相
続
登
記
が
遅
れ
る
場
合
は
、

相
続
人
の
中
か
ら
代
表
者
を
定
め

て
、
本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
税

務
担
当
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

⑴　

亡
く
な
ら
れ
た
年
の
12
月
末

ま
で
に
、
法
務
局
へ
相
続
に
よ

る
所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
場

合
・
登
記
さ
れ
た
新
し
い
所
有
者
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

⑵　

亡
く
な
ら
れ
た
年
の
う
ち
に
、

法
務
局
へ
相
続
に
よ
る
所
有
権

移
転
登
記
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
・
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
相
続
人
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
相
続
人
の
中
か
ら
代
表
者

を
決
め
て
届
出
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。｢
相
続
人
代

表
者
指
定
届｣

を
本
庁
税
務
課

又
は
各
支
所
税
務
担
当
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
売
買
な
ど
に
よ
る
所
有
権
移
転

⑴　

土
地
・
登
記
家
屋

・
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変

更
と
な
っ
た
場
合
は
、
法
務
局

へ
所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑵　

未
登
記
家
屋

・
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変

更
と
な
っ
た
場
合
は
、
本
庁
税

務
課
又
は
各
支
所
税
務
担
当
窓

口
へ
、「
未
登
記
家
屋
所
有
者

変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

住
宅
を
解
体
し
た
の
に
税
額

が
上
が
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
？

　

私
の
土
地
（
１
８
０
㎡
）
は
、

昨
年
の
10
月
に
一
戸
建
て
住
宅

を
解
体
し
た
た
め
、
現
在
は
空

き
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
、
家
屋
の
税
金
が
か
か

ら
な
い
の
で
税
金
が
安
く
な
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
逆

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

で
す
か
？

Ａ　

住
宅
用
地
に
は
、
課
税
標
準

額
を
軽
減
す
る
た
め
の
特
例
措

置
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
が

受
け
ら
れ
る
の
は
、
１
月
１
日

現
在
、
現
実
に
住
宅
の
敷
地
と

し
て
利
用
し
て
い
る
土
地
に
限

り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
場
合
は
、
昨
年
度

ま
で
は
小
規
模
住
宅
用
地
と
し

て
課
税
標
準
額
を
価
格
の
１
／

６
と
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
家
屋
の
解
体
に

よ
り
今
年
度
か
ら
特
例
の
適
用

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
土
地
の

課
税
標
準
額
が
上
が
り
、
結
果

と
し
て
税
額
が
増
え
た
の
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

　

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
援
助
依
頼
者

（
お
ね
が
い
会
員
）
と
援
助
提
供

者
（
ま
か
せ
て
会
員
）
に
登
録
し

て
も
ら
い
、
一
時
的
な
子
ど
も
の

お
世
話
を
有
料
で
行
う
援
助
活
動

の
仲
介
を
し
て
い
ま
す
。入
会
金
・

会
費
は
無
料
で
す
。

※　

セ
ン
タ
ー
が
補
償
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
援
助
活
動
で
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
内
容

・
保
育
所
、
幼
稚
園
へ
送
迎

・
出
産
前
後
の
援
助

・
母
親
の
通
院
時
の
援
助

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
迎
え

や
預
か
り　

な
ど

援
助
活
動
報
酬
額
（
子
ど
も
１
人

に
つ
き
30
分
あ
た
り
の
基
準
額
）

○
平
日
昼
間
（
午
前
７
時
～
午
後

７
時
）　
　
　
　
　

３
０
０
円

○
早
朝
・
夜
間
・
土
・
日
・
祝
日
・

病
児
・
病
後
児
保
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

※　

複
数
の
子
ど
も
を
預
け
る
場

合
は
、２
人
目
か
ら
半
額
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
は
半
額

を
助
成
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※　

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

休
館
日
で
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
か
せ
て
会
員
大
募
集
！

　

空
い
て
い
る
時
間
に
援
助
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
核
家
族
化

が
進
み
、
近
所
に
子
ど
も
を
み
て

く
れ
る
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い

る
母
親
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
少

し
だ
け
、
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

（
☎
・
▢FAX
�
８
９
１
２
）

税
務
・
納
税

土
地
・
家
屋
に
関
す
る
変
更

が
あ
っ
た
場
合
の
手
続

子
育
て

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

入
院
す
る
必
要
は
な
い
が
、
安

静
を
必
要
と
す
る
た
め
集
団
保

育
・
学
校
生
活
に
入
れ
な
い
子
ど

も
を
、
保
護
者
の
都
合
に
よ
り
家

庭
で
の
育
児
が
困
難
な
場
合
に
一

時
的
に
預
か
る
「
病
児
・
病
後
児

保
育
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

か
ぜ
で
熱
が
あ
っ
た
り
、
感
染

症
の
治
療
は
完
了
し
た
け
れ
ど
も

保
育
園
・
学
校
へ
の
登
校
（
園
）

許
可
が
お
り
な
か
っ
た
り
す
る
子

ど
も
を
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
理
由
で
育
児
が
で
き
な
い
保
護

者
に
代
わ
り
、
看
護
師
な
ど
が
子

ど
も
の
状
況
や
発
達
に
合
わ
せ
た

看
護
・
保
育
を
行
い
ま
す
。

実
施
施
設

斎
藤
医
院
内　

あ
ん
ず
保
育
室

【
朝
日
町
11-

１
（
☎
�
０
２

２
８
）】

対
象
児
童　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
生
後
８
週
間
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
子
ど
も（
た
だ
し
、

利
用
当
日
に
保
育
所
入
所
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

※　

市
外
在
住
で
も
、
子
ど
も
が

市
内
の
保
育
所
・
小
学
校
に
通

所
・
通
学
し
て
い
る
場
合
は
利

用
可
能
で
す
。

定
員　
４
人

　平成17年度から平成21年度まで積極的な勧奨を
差し控えていた日本脳炎予防接種について、新し
いワクチンが供給されたことを受けて、現在は通
常どおり受けられるようになっています。
　平成23年度は、３・４歳児と小学校３・４年生
を対象に接種を勧めています。また、平成７年６
月１日から平成19年４月１日までに生まれた人
は、20歳未満まで日本脳炎予防接種ができます。

期間　年間を通じて接種できます。
料金　無料
申込方法　予防接種を希望する人は、予防接種協

力医療機関に直接予約をしてください。
※　母子手帳を必ず持参してください。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課（☎�９３１１）
本庁子育て支援課（☎�９３３１）
各支所市民福祉課

予防接種協力医療機関
医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号

うのピアノクリニック 宇野町 �２６４６ 都医院 治和町 �０１００
江木医院 片庭町 �１１８１ 向内科小児科医院 国分町 �０１６７
小笠原耳鼻咽喉科医院 殿町 �４６１７ 彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７
笠田医院 牛市町 �１６２１ やすぎクリニック 下府町 �１９１１
神田小児科医院 殿町 �０３１８ 山根病院 熱田町 �０６８８
小池医院 日脚町 �１０２０ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１
齋藤医院 朝日町 �０２２８ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２
さかね内科 殿町 �２２３４ 酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１
すみれ小児科 熱田町 �１００６ 寺井医院 三隅町西河内 �００３８
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ 中村医院 三隅町三隅 �００２１
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ 野上医院 三隅町三隅 �００３１
浜田医療センター 浅井町 �０５０５

びおら小児科 江津市敬川町 ０８５５
�５３５５真鍋医院 国分町 �００３１

対象者・回数
対象年齢 回数 間隔・時期

１期 標準は３歳～７歳６か月未満 ３回
初回（２回）６日～28日の間隔
追加（１回）初回終了後、おおむね１年後

２期 ９歳～13歳未満 １回

特例対象者

平成17年の接種勧奨差し控え
により１期・２期が接種でき
ていない平成７年６月１日か
ら平成19年４月１日までに生
まれた人

１～４回

【今までに１期をまったく受けていない人】
　通常の１期と同じように接種、１回目と２回目
は１～４週の間隔、３回目はおおむね１年後
【今までに１期を１回受けている人】
　１期を残り２回、６日以上の間隔で接種
【今までに１期を２回受けている人】
　１期を残り１回接種
※　２期は、９歳以上で１期終了後６日以上あけ

れば接種できます（１期との間隔は、おおむね
５年あけることが望ましいです）。

※　母子手帳で、これまでの接種回数を確認の上、接種してください。
※　接種間隔については、主治医と十分に相談してください。

病
児
・
病
後
児
保
育
に

つ
い
て

日本脳炎の予防接種について
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グラフ１　毎日の朝ごはんの状況
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（％）

中学１年生

小学４年生

小学１年生

毎日食べる 食べないときもある

グラフ２　食と心の関係
（％）
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グラフ３　寝る時間と心の関係
（％）

中学１年生小学４年生小学１年生

いつもイライラ イライラなし

0
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40
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利
用
で
き
る
日
時

・
月
～
土
曜
日

午
前
８
時
15
分
～
午
後
６
時

（
土
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

休
室
日　
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始
利
用
料

１
日
に
つ
き
２
、
０
０
０
円

（
飲
食
費
を
除
く
。）

※　

生
活
保
護
世
帯
又
は
市
民
税

非
課
税
世
帯
は
無
料
、
市
民
税

課
税
で
所
得
税
非
課
税
世
帯
は

１
、
０
０
０
円
で
す
。

持
参
す
る
も
の

母
子
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
着

替
え
な
ど

※　

詳
し
く
は
、
あ
ん
ず
保
育
室

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
ま
で
の
手
続　
病
児
・
病
後

児
保
育
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
登
録
申
込
書
（
市
内
各
保

育
所
・
市
内
各
小
児
科
医
院
・

本
庁
子
育
て
支
援
課
及
び
各
支

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　近年、子どもの食生活の乱れや生活習慣による病
気が問題になってきています。市では児童・生徒を
対象に生活習慣病への関心を深め、生活を振り返り、
生涯にわたる健康づくりの基礎を築くために、今年
度も２学期に市内の小学校１年生・４年生・中学校
１年生を対象に体型や血液検査、生活習慣や食生活
に関する調査を実施します。
　平成21・２２年度の調査結果から一部を紹介します。

毎日の朝ごはんの状況について

　グラフ１から「朝ごはんを食べないときもある」
と答えた小学生は１割弱、中学生では１割強です。

食と心の関係について

　最近「イライラする」と答える子どもが増えてい
ます。グラフ２は「朝ごはんを食べないときもある」
と答えた児童・生徒にイライラするかどうかを聞い
た結果です。朝ごはんを食べない子どもは「いつも
イライラする」と答えた割合が高いことが分かりま
す。

寝る時間と心の関係について

　グラフ３は「小学生は午後10時以降、中学生は10
時30分以降に寝る」と答えた児童・生徒に、イライ
ラするかどうかを聞いた結果です。遅くまで起きて
いる子どもは「いつもイライラする」と答えた割合
が高いことが分かります。

　食事や睡眠などの生活習慣と心の健康はつながっ
ているようです。子どもたちの心と体が元気に大き
くなるためにも“早寝・早起き・朝ごはん”が大切
です。

（本庁地域医療対策課）

※　次回10月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

元気な浜田っ子を育むために
～やっぱり“早寝・早起き・朝ごはん”が大切～
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て

　

こ
の
機
会
に
自
分
の
健
康
、
家

族
や
知
人
な
ど
大
切
な
人
の
健
康

に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

・
石
見
公
民
館　

９
月
８
日
㈭

・
周
布
公
民
館　

９
月
13
日
㈫

・
美
川
公
民
館　

９
月
15
日
㈭

・
長
浜
公
民
館　

９
月
21
日
㈬

・
浜
田
公
民
館　

９
月
28
日
㈬

・
国
府
公
民
館　

９
月
30
日
㈮

・
大
麻
公
民
館　

10
月
７
日
㈮

時
間午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内
容

①
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

（
血
圧
計
・
体
組
成
計
）

②
物
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹

介
③
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
の
健
康

に
つ
い
て
の
話

④
栄
養
士
に
よ
る
噛か

む
こ
と
に
つ

い
て
の
話

※　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

試
食
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
６
日
㈫
・
10
月
４
日

㈫
・
11
月
１
日
㈫

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部

（
☎
�
７
０
９
３
）

　10月以降のがん検診日程については、「平成23
年度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診す

ることができます。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
　各支所市民福祉課

９月は、がんの制圧月間です！

　がんは生活習慣病です。検診と、ふだんの生活で
がん予防をしましょう。
がんを防ぐための12か条
①　たばこは吸わない
②　他人のたばこをできるだけ避ける
③　お酒はほどほどに
④　バランスのとれた食生活を
⑤　塩辛い食品は控えめに
⑥　野菜や果物は豊富に
⑦　適度に運動
⑧　適切な体重維持
⑨　ウイルスや細菌の感染予防と治療
⑩　定期的ながん検診を
⑪　身体の異常を感じたらすぐに受診を
⑫　正しい情報でがんを知ること

【引用】　㈶がん研究振興財団

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です。
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成24年２月29日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

実施日 受付時間 会場

三
隅

９月13日㈫ 14:00～14:30 岡見漁業振興会館
９月14日㈬ 14:00～14:30 海石集会所

子宮頸がん検診　　対象　20歳～49歳の女性
　平成23年度から、子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰ
Ｖ（ヒトパピローマウイルス）検査を無料で受けるこ
とができます。
実施期間　平成24年２月29日㈬まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療

産婦人科江木医院　９月16日㈮　17:00～19:00
中山産婦人科医院　９月５日㈪　17:00～18:30

※　前日までに予約が必要です。
			 
肺がん検診（予約不要）			 
【Ｘ線検査】　対象　40歳以上			 
【喀痰検査】　対象　50歳以上（必要者のみ）

※　65歳以上で結核検診を受けられなかった人は、肺
がん検診を利用してください。		

健
康
・
福
祉

見
て
！
聞
い
て
！

食
べ
て
ナ
ッ
ト
ク
！

健
康
教
室

「
ま
ち
の
保
健
室
」
開
設

に
つ
い
て

９月各種がん検診の日程
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浜
田
圏
域
で
は
、
80
歳
で
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
８
０
２
０

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
前
段
と
し
て
70
歳
で
自
分
の
歯

を
24
本
以
上
保
持
し
て
努
力
し
て

い
る
人
を
表
彰
し
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
歯
科
保
健
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
・
江
津
市
在

住
の
今
年
満
70
歳
か
ら
79
歳
に

な
る
人
（
昭
和
７
年
～
16
年
生

ま
れ
）
で
、
自
分
の
歯
が
十
分

機
能
し
て
い
て
24
本
以
上
あ
る

人
（
過
去
に
標
記
コ
ン
ク
ー
ル

に
参
加
し
た
人
も
参
加
可
能
）

応
募
締
切
日　
10
月
20
日
㈭

応
募
方
法　
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
又
は
最
寄
り
の
歯
科
医
院

へ
申
込
み
を
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

島
根
県
歯
科
医
師
会
会
員
の

歯
科
医
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
（
料
金
無
料
）。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
３
）

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
て
い
た
人
が
亡
く
な
る
な
ど

し
た
た
め
に
、
平
成
21
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
・
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な

い
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
遺
族
で
未
請
求
の

場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
の
上
、
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

給
付
内
容　
額
面
24
万
円
・
６
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

平
成
24
年
４
月
２
日
㈪
ま
で

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

参
加
費　
10
万
円
（
こ
の
ほ
か
に

日
本
国
内
で
の
交
通
費
な
ど
は
、

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
島
根
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５
）

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
た
ち
が
、

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
が
、
今

な
お
引
取
手
が
な
く
、
保
管
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　

本
人
は
も
と
よ
り
、
家
族
で
も

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
関
で
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
な
ど
は
、
次
の
も
の
で
す
。

・
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
（
上
陸

地
扱
保
管
物
件
）

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
（
外
地

扱
保
険
物
件
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
関
支
署

（
☎
�
０
３
６
６
）

実施地域 実施予定時期 実施期間 募集人員
（全国） 締切日

西部ニューギニア（１次） 11月１日㈫～10日㈭ ９泊10日 35人 ９月15日㈭
ミャンマー（１次） 11月11日㈮～20日㈰ ９泊10日 60人 ９月26日㈪
ソロモン諸島 11月26日㈯～12月３日㈯ ７泊８日 20人 10月11日㈫
マリアナ諸島 １月13日㈮～19日㈭ ６泊７日 40人 12月１日㈭
西部ニューギニア（２次） ２月１日㈬～10日㈮ ９泊10日 35人 12月15日㈭
東部ニューギニア（２次） ２月11日㈯～18日㈯ ７泊８日 37人 12月22日㈭
トラック諸島 ２月18日㈯～25日㈯ ７泊８日 20人 12月26日㈪
パラオ諸島 ２月18日㈯～25日㈯ ７泊８日 20人 12月26日㈪
フィリピン（２次） ３月２日㈮～９日㈮ ７拍８日 120人 １月16日㈪
ミャンマー・インド（２次） ３月12日㈪～21日㈬ ９泊10日 45人 １月27日㈮
中国・バシー海峡（２次） ３月21日㈬～29日㈭ ８泊９日 65人 ２月６日㈪

浜
田
圏
域
７
０
２
４

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、

平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で
で
す

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

税
関
で
保
管
し
て
い
る

通
貨
・
証
券
な
ど
を

返
還
し
て
い
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

自
殺
予
防
週
間
と
は

　

自
殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
自
殺
に
つ
い
て
誤
解
や
偏
見

を
な
く
し
、
正
し
い
知
識
を
普
及

啓
発
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
平
成
19
年
６
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
自
殺
総
合
対
策
大

綱
」
に
お
い
て
、「
９
月
10
日
の
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、

毎
年
９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間
を

自
殺
予
防
週
間
と
し
、
国
・
地
方

公
共
団
体
が
連
携
し
て
幅
広
い
国

民
の
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動
を
強

力
に
推
進
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
殺
予
防
週
間
は
、
当
該
期
間

中
に
お
け
る
集
中
的
な
啓
発
事
業

な
ど
の
実
施
を
通
じ
て
、
国
民
に

自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
普
及
啓
発
し
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
し
て
い

く
と
と
も
に
、
命
の
大
切
さ
や
自

殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
、
ま
た

危
険
に
気
付
い
た
と
き
の
対
応
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

島
根
県
の
自
殺
の
現
状
に
つ
い
て

　

島
根
県
の
自
殺
死
亡
率
は
全
国

平
均
よ
り
常
に
高
く
推
移
し
て
お

り
、
年
間
の
死
亡
者
数
は
２
０
０

人
前
後
で
す
。

　

自
殺
者
は
男
女
と
も
高
齢
者
が

多
い
ほ
か
、
近
年
で
は
男
性
の
50

歳
代
で
急
増
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

男
性
は
女
性
の
約
３
倍
も
多
い
状

況
で
す
。

　

原
因
・
動
機
別
に
自
殺
の
状
況

を
み
る
と
、
男
性
は
「
健
康
問

題
」
に
次
い
で
「
経
済
・
生
活
問

題
」
が
多
く
、
女
性
は
「
健
康
問

題
」
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

う
つ
病
に
つ
い
て

　

自
殺
の
要
因
と
な
る
「
健
康
問

題
」
の
な
か
で
も
、
特
に
う
つ
病

と
の
関
連
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

う
つ
病
の
症
状
は
、
憂
う
つ
・

気
持
ち
が
落
ち
込
む
な
ど
の
「
心

の
症
状
」
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
不
眠
や
食
欲
不
振
と
い
っ
た

「
身
体
の
症
状
」
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

心
の
症
状　
憂
う
つ
・
不
安
・
気

分
が
落
ち
込
む
・
悲
し
い
・
イ

ラ
イ
ラ
す
る
・
お
っ
く
う
・
自

分
を
責
め
る
・
自
信
が
な
い
・

集
中
力
が
続
か
な
い
・
考
え
が

進
ま
な
い
・
決
断
が
で
き
な
い
・

興
味
が
わ
か
な
い
・
楽
し
め
な

い　

な
ど

身
体
の
症
状　
不
眠
・
食
欲
不
振
・

性
欲
の
減
退
・
疲
れ
や
す
い
・

身
体
の
痛
み
・
便
秘
・
下
痢

周
り
の
人
が
気
付
く
症
状　
反
応

が
遅
い
・
表
情
が
暗
い
・
人
と

の
交
流
を
避
け
る
・
体
調
が
悪

い
と
訴
え
る
・
飲
酒
量
が
増
え

る
・
遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
が
増

え
る

要
注
意
！
３
つ
の
症
状

⑴　

眠
れ
な
い
（
疲
れ
て
い
る
の

に
２
週
間
以
上
、
よ
く
眠
れ
な

い
）

⑵　

食
欲
が
な
い

⑶　

気
分
が
落
ち
込
む
（
朝
が
ひ

ど
く
、
夕
方
に
な
る
と
少
し
楽

に
な
る
）

　

う
つ
病
は
、
脳
内
の
神
経
伝
達

物
質
の
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
で

起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
気

力
や
が
ん
ば
り
で
治
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
で
、
治
療
に
専
念
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

【
引
用
】　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
手
帳

島
根
県
版

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

期
間　
老
人
の
日
・
老
人
週
間

９
月
15
日
㈭
～
21
日
㈬

対
象
施
設

①
県
立
美
術
館
（
松
江
市
）

②
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展

示
学
習
館
（
松
江
市
）

③
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し
ま
ね
花

の
郷
」（
出
雲
市
）

④
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

（
出
雲
市
）

⑤
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス

（
出
雲
市
）

⑥
県
立
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
・

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
（
大

田
市
）

⑦
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

（
浜
田
市
・
江
津
市
）

⑧
県
立
石
見
美
術
館
（
益
田
市
）

※　

施
設
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な

ど
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
館（
園
）日　
９
月
20
日
㈫

（
③
し
ま
ね
花
の
郷
は
無
休
で

す
。）

対
象
者　

年
内
に
満
65
歳
以
上

（
昭
和
21
年
12
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
に
な
る
人

※　

た
だ
し
、
②
八
雲
立
つ
風
土

記
の
丘
展
示
学
習
館
・
③
し
ま

ね
花
の
郷
に
つ
い
て
は
、
県
内

在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

入
館
手
続　
各
自
で
入
館
時
に
年

齢
と
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許

証
な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

た
だ
し
、
⑤
ゴ
ビ
ウ
ス
は
、

口
頭
申
告
で
入
管
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社
会
・

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
６
６
９
６
）

９
月
10
日
㈯
か
ら
16
日
㈮
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」

に
県
立
施
設
が
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９

月
５
日
㈪
か
ら
11
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
を
全
国
一
斉
強
化
週
間
と
設

定
し
、
県
に
お
い
て
も
次
の
と
お

り
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
・
虐
待
な

ど
の
人
権
侵
害
が
疑
わ
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
間　
９
月
５
日
㈪
～
11
日
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

相
談
先
電
話
番
号

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

マ
レ
ー
シ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス

　

金
城
在
住
で
マ
レ
ー
シ
ア
出
身

の
坂
井
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
さ
ん
と
、

ご
主
人
の
坂
井
実
さ
ん
に
、
マ

レ
ー
シ
ア
料
理
の
作
り
方
を
教
わ

り
ま
せ
ん
か
？

　

ふ
だ
ん
は
食
べ
る
こ
と
の
で
き

な
い
異
国
料
理
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
11
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
今
福
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
９
月
８
日
㈭

韓
国
料
理
教
室
④

　

今
年
の
９
月
12
日
㈪
は
、
韓
国

の
秋チ

ェ
ソ
ク夕
（
旧
暦
の
８
月
15
日
）
で

す
。

　

秋
夕
の
食
べ
物
を
一
緒
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
チ
ャ
プ
チ
ェ
、

里
芋
の
ス
ー
プ
、
ソ
ン
ピ
ョ
ン
と

い
う
お
餅
な
ど
を
作
り
ま
す
。

日
時　
９
月
16
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
浜
田
公
民
館 

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
５
０
０
円

（
会
員
２
０
０
円
）

※　

米
１
／
２
合
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
持
ち
帰
り
用
の
容
器

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
９
月
14
日
㈬

海
外
の
梨
料
理
教
室

　

旭
の
名
産
・
梨
を
使
っ
て
、
他

国
の
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

中
国
や
韓
国
で
は
梨
を
ど
の
よ

う
に
料
理
に
使
う
の
か
、
交
流
員

の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。デ
ザ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

普
通
の
料
理
に
も
使
い
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
！

日
時　
10
月
１
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

料
金　
３
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
９
月
29
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

日
程
・
開
催
場
所

①
９
月
13
日
㈫

周
布
小
学
校
体
育
館

②
９
月
14
日
㈬

長
浜
小
学
校
体
育
館

③
９
月
15
日
㈭

三
階
小
学
校
体
育
館

④
９
月
20
日
㈫

国
府
小
学
校
体
育
館

⑤
９
月
21
日
㈬

第
四
中
学
校
体
育
館

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
こ
の
会
場
に
参
加
し
て

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
行
い
ま
す
。

　

家
族
・
近
所
の
皆
さ
ん
で
参
加

し
て
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

種
目
は
、「
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
」

と
「
バ
ッ
ゴ
ー
」
を
行
い
ま
す
。

人
権

全
国
一
斉
「
高
齢
者･

障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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　座禅を学び親子でふるまい向上をしようと７月30日㈯、和田
小学校体育館で座禅体験会が開催され、同校児童と保護者、地
域住民など約50人が参加しました。
　この会は３回シリーズで開催し、１回目のこの日は、講師の
江津市桜江町宝福寺・森山容光住職に「座禅はなぜ続けられて
きたか」や親の心得などの話を聞いた後、座

ざ

蒲
ぶ

という丸い座布
団に座ってあぐらを組み、座禅体験を行いました。参加者は日
常の忙しさから離れ、無心で静かに時間を過ごしていました。

新旧の「観光大使はまだ」に花束が贈られました

　８月６日㈯、「2011浜っ子夏まつり」が 「がんばろう日本！
とどけ尺玉、東北の夜空へ！」をテーマに浜田漁港で開催され
ました。
　オープニングセレモニーでは、観光大使はまだの交代式が行
われ、新旧の観光大使に花束が贈られました。
　また、会場ではたくさんの出店が並び、特設ステージでは、
石見神楽やダンスなどのイベントが行われました。
　夏の夜空に咲く大輪の花火を一目見ようと、約64,000人の人
出でにぎわい、浜田の夏の風物詩を満喫していました。

身も心も静かに座禅をする参加者

小型ポンプの部で優勝した有福分団
（左３人目から、近重良範さん、椋木弘さん、
岡田秀視さん、古和富隆さん、近重昌徳さん）

　８月７日㈰、『島根県消防操法大会』が県立大学グラ
ウンドで開催されました。
　大会は、ポンプ車と小型ポンプの部に分かれ、安全・
迅速・確実な操法を競うもので、使用する資機材の取扱
い方と動作の安全性・的確性、そして指揮者の号令によ
り前方に設けてある標的（火点）を放水で倒すまでのタ
イムを競い、順位が決まります。
　大会には、県下各消防団から、ポンプ車の部に13チー
ム、小型ポンプの部に23チームが出場。浜田市からも、
ポンプ車の部に石見分団、小型ポンプの部に有福分団、
雲城分団、三隅消防隊選抜が出場しました。
　選手たちは、連日の厳しい練習の成果を遺憾なく発揮
し、小型ポンプの部に出場した有福分団が、浜田市では
実に33年ぶりとなる優勝、そして三隅消防隊選抜も準優
勝と、すばらしい成績を収めました。また、僅差で入賞
を逃したものの、雲城分団が第９位、ポンプ車の部に出
場した石見分団が11位と健闘しました。
　消防団は、この操法大会だけでなく、日頃から消防車
やポンプなどの整備点検や災害に備えての訓練を行い、
市民の皆さんの生命・身体・財産を守るために頑張って
います。小型ポンプの部で準優勝した三隅消防隊選抜

（左３人目から、杖田浩崇さん、寺本拓さん、
大石伊佐雄さん、平木泰光さん、梅園喜治さん）

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

2011浜っ子夏まつり

あさひ親子で座禅体験
～和田公民館ふるまい向上プロジェクト～

小型ポンプの部で優勝
～島根県消防操法大会～
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　７月10日㈰、弥栄会館で『今、心と身体に必要なもの』をテー
マに、「第11回生涯学習と健康福祉の集い」が開催されました。
　午前中は、「認知症サポーター養成講座」や子どもから高齢
者までが楽しめる体操「キッドビクス」を行い、頭と身体を使っ
てよい刺激を受けていました。午後からは健康測定を行い、多
くの参加者が自身の身体の状況を確認しました。
　このほか、歯科医による口腔内診査などもあり、盛りだくさ
んの１日となりました。

　９月１日から始まるレジ袋無料配布の中止を受け、今福地区
高齢者サロン「あすなろ会」では、新聞紙でエコバッグを作り、
浜田市消費者問題研究協議会金城支部と連携して、販売店など
に設置し、買い物客へ無料提供する取組を行いました。
　このエコバッグを設置するリフレパークきんたの里では、買
い物客から「野菜の保存にも再利用できてとても便利」などの
声があり、多くの人が活用しています。
　今後も高齢者サロンと協力しながら、この取組を広げていき、
レジ袋の削減を呼び掛けていきます。

テンポのいい音楽に身体を任せて楽しく体操

手作りエコバッグに取り組むあすなろ会の皆さん

　７月12日㈫、美又公民館で地元の高齢者クラブ「美又寿会」
45人の参加による初期消火訓練が行われました。
　当日は、浜田消防署美又出張所の職員を講師に、救急・火災・
地震の対応など日常生活における注意点を学んだあと、屋外で
実際に消火器や消火栓を使用して、初期消火訓練を行いました。
　今回の訓練を通じて、あらゆる事案を想定し、初期対応する
ことの重要性を学び、参加者からは「今後も訓練を続けて開催
していきたい」などの感想が述べられました。

実際に消火器を使用した初期消火訓練の様子

スカットボールを楽しむ児童たち

７月27日㈬、三保公民館で「ニュースポーツに親しむ会」が
開催され、小学生児童26人が参加しました。

これは、軽スポーツのスカットボールやクロリティ、ペタン
クを通して、体を動かすことの楽しさを知ってもらうことを目
的に行われました。

多くの児童が初めて体験するということで、最初はなれない
ところもありましたが、指導員のアドバイスで徐々に上達して
いきました。児童たちは「初めて体験するスポーツだったけれ
ど、とても面白かった」と笑顔で話していました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

かなぎ

やさか健康体操「これできるかな？」
～第１１回生涯学習と健康福祉の集い～

高齢者による初期消火訓練
～ 美又寿

ことぶき

会の取組 ～

かなぎ手作りエコバッグの無料提供
～レジ袋削減運動の取組～

みすみニュースポーツを体験



広報はまだ：平成23年９月号　　　26

「ただいま」と「おかえり」がたくさん！

　杵束公民館の主催事業として、７月７日㈭～９日㈯、大
た い

斉
さ い

集
会所で通学合宿が弥栄小学校５・６年生を対象に行われました。
みんなで集会所に寝泊りし、地域の人たちの協力により「もら
い湯」や「食事づくり」を行いました。
　参加した児童は、ふだんの家庭生活とは違う体験をして、戸
惑いながらも楽しんでいました。また、県立大学生など多くの
人が支援スタッフとして参加し、小学生に勉強を教えるなど、
様々な角度から合宿生活を温かく見守っていました。

　平成23年６月１日から全ての住宅へ住宅用火災警報器の設置
が義務化されました。６月に調査した結果、おおむね８割の世
帯が設置されていますが、約２割の世帯で未設置の状況にあり
ます。住宅用火災警報器は、大切な命を守るために必要なもの
です。未設置の場合は、早急な設置をお願いします。
　６月30日㈭に、浜田市少年女性防火委員会が、市内で警報器
を積極的に設置した自治会など２団体を表彰しました。
【表彰団体（２団体）】
　旭町今市新町行政区・旭町坂本日南行政区　　

　今市小学校の伝統行事である相撲大会が、７月３日㈰同校相
撲場で開催され、１年生から６年生の児童86人が各部屋に分か
れて対戦を行いました。
　まわしをつけた児童たちは、自分のしこ名が呼ばれると少し
照れた様子で土俵に上がり、いざ勝負が始まると迫力のある元
気のいい取組を繰り広げました。
　真剣に取り組む子どもたちの姿に、応援に駆けつけた保護者
や地域住民から終始温かい声援が送られていました。

表彰を受けた自治会などの関係者

　７月10日㈰、第32回「今福文化スポーツ祭」が開催され、約
200人が参加しました。
　このイベントは、久佐・今福・美又の３自治会が、毎年合同
開催しているもので、今年は、今福スポーツ広場でグラウンド
ゴルフを行いました。
　３自治会の各町内から総勢27チームが出場し、熱戦が繰り広
げられるなか、ホールインワンが出ると会場からは歓声や拍手
が送られるなど、チームや個人単位の成績を競うとともに、プ
レーに汗を流しながら親睦を深めました。 グラウンドゴルフを楽しむ参加者

熱い取組を繰り広げる児童たち

まちのわだい ♥Town Topics

やさかみんなで泊まってみんなで通学
～体験学習事業通学合宿～

あさひ子ども力士が真剣勝負
～今市小学校　相撲大会～

住宅用火災警報器設置推進団体表彰

かなぎグラウンドゴルフを通じて親睦を深める
～第３２回今福文化スポーツ祭～
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学
友
会
第
12
期
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
堀　
将
大

　

第
12
期
執
行
委
員
長
に
就
任
し
ま

し
た
３
回
生
の
堀
将
大
と
申
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
中
学
校
や
高
等

学
校
で
、
生
徒
会
活
動
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
大
学
の
自
治
組
織
は
、

生
徒
会
活
動
よ
り
も
自
由
度
が
増
す

た
め
に
、
い
っ
そ
う
素
質
や
責
任
を

問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
で
、
私
は
「
交

流
が
し
た
い
」
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
今
期
執
行
委
員
会
の
、
年
間

活
動
計
画
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
交
流
」
と
言
っ
て
も
、
大
変

幅
の
広
い
言
葉
で
す
の
で
、
様
々
な

対
象
が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
学
生
×

学
生
」
や
「
県
立
大
学
×
島
根
大
学
」

と
い
っ
た
、
学
生
間
で
の
交
流
や
、

「
学
生
×
市
民
」
や
「
大
学
生
×
高

校
生
」
な
ど
、
学
外
の
人
た
ち
や
組

織
と
も
交
流
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
期
執
行
委
員
会

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま

し
た
。
県
立
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
リ
ン
ク
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し
ま

し
て
も
、
大
学
事
務
局
の
職
員
と
と

も
に
、
検
討
し
て
い
ま
す
。
６
月
22

日
㈬
に
、
県
立
大
学
の
講
堂
に
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
島
根

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
企
画
に
参
加

し
、
実
際
に
、
宮
城
県
石
巻
市
で
作

業
に
あ
た
っ
た
学
生
が
、
現
状
や
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。
今

後
も
、
様
々
な
形
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
情
報
発
信
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

執
行
委
員
会
の
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
利

用
し
、
幅
広
く
発
信
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

講
師　
久く

保ぼ

田た　
典の

り

男お

　

今
年
４
月
に
着
任
し
ま
し
た
久
保

田
と
申
し
ま
す
。
私
自
身
は
大
阪
府

出
身
で
す
が
、
私
の
父
が
島
根
県
出

身
で
、
父
方
の
祖
父
母
が
と
も
に
島

根
県
で
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
教
育
・
研
究
を
通
じ

て
島
根
県
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
の
思
い
か
ら
、
県
立
大
学
に
参
り

ま
し
た
。

　

県
立
大
学
で
は
中
小
企
業
論
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
論
、
地
域
産
業

政
策
論
な
ど
中
小
企
業
や
地
域
産
業

振
興
に
関
連
す
る
授
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。今
年
の
３
月
ま
で
15
年
間
、

中
小
企
業
向
け
の
長
期
資
金
の
融
資

を
専
門
と
す
る
政
府
系
金
融
機
関
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に

個
々
の
中
小
企
業
の
支
援
に
携
わ
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
は
、
ま
ず
個
々
の
企
業
が

元
気
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
域
の
企
業
や
住
民
の

皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た

だ
き
つ
つ
、
地
域
の
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
！
私
た
ち
は
島
根
県

立
大
学
運
動
会
開
催
実
行
委
員
会
で

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
島
根
県
立
大
学

運
動
会
も
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
度
は「
∞

～
境
界
線
を
ぶ
ち
壊
せ
！
～
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
役
員
一
同
、
当
日

に
向
け
て
準
備
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。爆
笑
競
技
か
ら
白
熱
し
た
競
技
、

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
競
技
な

ど
、
豊
富
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
盛

り
上
が
る
運
動
会
を
目
指
し
ま
す
。

開
催
日　
10
月
15
日
㈯

エ
ン
ト
リ
ー　
10
月
14
日
㈮
ま
で

参
加
費　
５
０
０
円 (

保
険
代
・
景

品
代
な
ど)

問
い
合
わ
せ
先　
冨
岡
秀
行
さ
ん

（
☎
０
８
０-

６
３
０
４-

１
２

３
８
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
第
12
回
海
遊
祭
実

行
委
員
長
の
中
川
宗
太
で
す
。

　

本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
か

ら
の
ご
協
力
に
よ
り
、
10
月
９
日
㈰

と
10
日
㈷
に
第
12
回
海
遊
祭
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
花
華

～
は
な
～
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
と
し
て
、「
県
大
12
（
中
に
）

花
華
を
」
と
掲
げ
、
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
島
根
県
立
大
学
を
た
く
さ
ん

の
花
で
装
飾
し
、
華
や
か
な
企
画
を

準
備
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
自
慢
で
き
る
点
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
元
気
な
こ
と
で
す
。
こ

の
元
気
さ
を
生
か
し
、
来
場
者
の
皆

さ
ん
に
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
神

楽
、
Ｂ
Ｂ
大
鍋
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

県
大
生
が
一
緒
に
参
加
で
き
る
新
企

画
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

各
部
活
や
サ
ー
ク
ル
・
ゼ
ミ
に
よ
る

発
表
、
企
画
展
示
、
模
擬
店
も
あ
り

ま
す
。

　

海
遊
祭
を
通
し
、
地
域
の
人
と
大

学
生
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
心
に
残

る
海
遊
祭
を
作
り
上
げ
る
よ
う
自
覚

と
責
任
を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

vol.95
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
③

第
８
回
島
根
県
立
大
学
運
動
会

第
12
回　
海
遊
祭

（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
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✚

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展

「
Ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｚ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ

（
イ
ミ
タ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
）
～

模
写
の
感
動
と
歓
び
」

◎お月見の会

　

石
本
正
は
、
模
写
す
る
こ
と
で
そ

の
作
者
と
一
体
に
な
れ
る
、
作
者
の

心
を
理
解
す
る
に
は
、
模
写
が
一
番

な
の
だ
と
長
い
間
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
１
９
７
３

年
に
木
下
章
・
岩
井
弘
・
岩
倉
寿
ら

３
人
の
新
進
気
鋭
の
日
本
画
家
が
、

イ
タ
リ
ア
の
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
市
立
美

術
館
の
ト
マ
ー
ゾ
・
ダ
・
モ
デ
ナ
作

の
「
聖
オ
ル
ソ
ラ
物
語
」
三
部
作
を

は
じ
め
、
い
く
つ
も
の
作
品
を
大
変

な
苦
労
を
し
な
が
ら
模
写
し
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
模
写
が
約
40
年
ぶ

り
に
公
開
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

「
法
隆
寺
金
堂
壁
画
」
や
「
ザ
ビ
エ

ル
像
」
の
模
写
な
ど
を
含
め
、
約
20

点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
模
写
を
通
し

て
作
者
の
心
に
迫
る
思
い
と
、
そ
の

意
味
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

期
間　
９
月
17
日
㈯
～
12
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金

　

一
般　

７
０
０
円
（
６
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

《展示室》

○企画展「日本画植物園」
　　９月11日㈰まで
○開館10周年記念特別展
　　９月17日㈯～12月４日㈰
【新館】「Ｉｍｉｔａｚｉｏｎｅ（イミタツィ

オーネ）～模写の感動と歓び」
【本館】「石本正新作展　視線のかなたに」

《ギャラリー展示》

石本正　花と樹の素描展
　　９月２日㈮まで
ペンタックスファミリー山陰支部写真展
　　９月３日㈯～11日㈰
石本正素描展「イタリア・ロマネスク紀行」
　　９月17日㈯～30日㈮

《イベント情報》

お月見の会
　　９月10日㈯　午後６時30分～９時
特別講演会「Ｉｍｉｔａｚｉｏｎｅ（イミタツィ
オーネ）～模写の感動と歓び」
（講師：岩井弘・岩倉寿）
　　９月17日㈯　午前10時～11時
コールしおさいミニコンサート
　　９月24日㈯　午後２時～３時

※　９月12日㈪～16日㈮は展示替えのため休館

　中秋の名月を鑑賞するお月見の会を開催します。楽しい
音楽コンサートを聴きながら、お月見をしませんか？また
回廊・中庭ではお茶席が開かれます。
　なお、展示室は午後９時まで鑑賞できます。ぜひお誘い
合わせの上、ご来館ください。
日時　９月10日㈯
　午後６時30分～９時
○お月見コンサート

午後７時～９時
出演者　みすみ太鼓・中山

ゆき子（バイオリン）・
山田るみ子（ピアノ）

※　詳しくは、お問い合
わせください。

問い合わせ先
石正美術館
（☎�４３８８）

お月見の会

模写「オルソラの家族」

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆
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現
在
開
催
中
の
体
験
型
現
代
美
術

展
『
芸
夢
』
は
、
時
間
が
た
つ
の
も

忘
れ
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の

皆
さ
ん
に
好
評
で
す
。

　

７
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
夢
の
あ

る
世
界
を
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
使
っ

て
表
現
し
た
約
20
点
を
紹
介
。
そ
の

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
ス
タ
ン
プ
ぱ
ら
ぱ
ら
ア
ニ
メ
》

　

小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
い
ろ

い
ろ
な
形
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
。

◎
９
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

　

木
を
い
ろ
ん
な
形
に
切
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
パ
ズ
ル
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
９
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
パ
ズ
ル
》

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
立
体
パ

ズ
ル
を
作
る
よ
。

◎
９
月
17
日
㈯
～
19
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
カ
ラ
フ
ル
フ
リ
ス
ビ
ー
》

　

紙
皿
を
カ
ラ
フ
ル
に
お
絵
描
き
し

て
、
フ
リ
ス
ビ
ー
を
作
ろ
う
。
ど
こ

ま
で
飛
ぶ
か
な
？

◎
９
月
23
日
㈷
～
25
日
㈰

●
材
料
費　
１
人
１
０
０
円

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
の
ご
案
内

　

現
在
３
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
で

は
、「
夏
休
み
の
動
物
園
」
を
テ
ー

マ
に
、
日
本
画
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま

で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
展
示

公
開
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
ガ
ル
ー
や

カ
エ
ル
の
立
体
作
品
や
ト
ラ
や
ぼ
っ

こ
う
の
絵
画
な
ど
、
作
家
た
ち
に
よ

る
生
き
物
の
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
作
家
た
ち

の
描
く
動
物
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
動
物
た
ち
が
皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
休
館
日

月
曜
日　

５
日
・
12
日
・
26
日

振
替
日　

20
日
㈫

展
示
替　

27
日
㈫
～
30
日
㈮

ほ
と
ん
ど
が
、
見
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
触
れ
て
体
験
で
き
る
作
品

で
、
皆
さ
ん
の
参
加
が
な
く
て
は
成

立
し
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

左
上
の
写
真
は
、
電
気
通
信
大
学

小
池
研
究
室
制
作
の
「
Ｐ
ａ
ｃ　

Ｐ

ａ
ｃ
」
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
や
マ

ウ
ス
を
使
わ
ず
、
指
の
動
き
を
認
識

す
る
次
世
代
型
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ム
で
す
。
複
数
の
人
数
で
同
時

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ

て
、
人
気
の
作
品
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
展
示
室
全
体
が

ド
ミ
ノ
の
空
間
に
な
っ
て
い
た
り
、

６
ｍ
の
巨
大
な
ワ
ニ
が
い
た
り
と
楽

し
い
作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

会
期
が
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
家
族
そ
ろ
っ
て
、
夢
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た“
芸
術
の
世
界
”

と
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て

遊
ぶ
“
ゲ
ー
ム
”
が
ひ
と
つ
に
な
っ

た
『
芸
夢
』
展
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

会
期　
９
月
25
日
㈰
ま
で

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.177

有

料

広

告

体
験
型
現
代
美
術
展

　
　
『
芸げ

ー

む夢
展
』開
催
中
！

９
月
の
イ
ベ
ン
ト
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浜 

田 

図 

書 

館

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

シ
ン
デ
レ
ラ　
　

安
野
光
雅

わ
た
し
の
に
わ

　
　
　

ケ
ビ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス

ぼ
く
が
き
ょ
う
り
ゅ
う
だ
っ

た
と
き

　
　
　

ま
つ
お
か
た
つ
ひ
で

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ふ
ね　
　

　
　
　
　
　

ひ
が
し
ち
か
ら

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ガ
ブ　
　

　
　
　
　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

遠
く
不
思
議
な
夏　
斉
藤
洋

プ
ラ
テ
ー
ロ
と
わ
た
し

　
　
　

Ｊ
・
Ｒ
・
ヒ
メ
ネ
ス

日
本
全
国　
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト

怪
の
巻　
　
　
　

村
上
健
司

■
大
人
向
け
の
本
■

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
裕
子

我
が
家
の
問
題　
　
　

奥
田
英
朗

は
ぐ
れ
猿
は
熱
帯
雨
林
の
夢
を
見

る
か　
　
　
　
　
　
　

篠
田
節
子

ゴ
ラ
ン
ノ
ス
ポ
ン　
　
　

町
田
康

樹
液
そ
し
て
果
実　
　

丸
谷
才
一

放
射
線
・
放
射
能
が
よ
く
わ
か
る

本　
　
　
　
　
　
　

多
田
順
一
郎

肥
満
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
・
生
活
習
慣
病　
井
上
修
二

調
味
料
の
き
ほ
ん
と
使
い
方
レ
シ

ピ　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭
英
子

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

そ
う
べ
え
ふ
し
ぎ
な
り
ゅ
う
ぐ
う

じ
ょ
う　
　
　

た
じ
ま
ゆ
き
ひ
こ

ノ
ン
タ
ン　
ス
プ
ー
ン
た
ん
た
ん

た
ん　
　
　
　
　

キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ

い
ろ
い
ろ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　

山
岡
ひ
か
る

テ
ス
の
木　

　
　

ジ
ェ
ス
・
Ｍ
・
ブ
ロ
ウ
ヤ
ー

ゆ
び
あ
そ
び
フ
ォ
ト
ほ
ん
「
な
で

な
で
な
で
」「
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

ち
ょ
」　
　
　
　
　
　
　
内
山
晟

■
大
人
向
け
の
本
■

た
ま
ゆ
ら　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ

コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
町
の
義
肢
メ
ー

カ
ー
に
届
く
感
謝
の
手
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
俊
郎

星
守
る
犬　
　
　
　
　

原
田
マ
ハ

日
本
語
教
室　
　
　

井
上
ひ
さ
し

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

９
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ガ
ブ

　
　
　
　
　
　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

も
っ
と
く
ら
べ
る
図
鑑

　
　
　
　

加
藤
由
子
・
馬
場
悠
男

農
作
業
の
絵
本
５　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

じ
ん
さ
き
そ
う
こ

ク
レ
プ
ス
リ
ー
伝
説
２

　
　
　
　
　
　

ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

吟
遊
詩
人
ビ
ー
ド
ル
の
物
語　

  

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
裏
話　
　
　

　
　
　
　

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

■
大
人
向
け
の
本
■

天
使
の
報
酬　

  　

ア
ン
ダ
ル
シ
ア　
　
　

真
保
裕
一

ず
ぼ
ら
な
青
木
さ
ん
の
冷
え
と
り

毎
日　
　
　
　
　
　

青
木
美
詠
子

日
本
の
自
然
災
害　
東
日
本
大
震

災
襲
来　
　

日
本
専
門
図
書
出
版

紹介者　女性
図書名　三面記事小説
著者名　角田光代

　最近、浜田図書館でみつけた一冊。
　この小説は、実際の新聞にのった
三面記事をヒントに作者が作った
フィクションの短編集。作者は、想
像力を駆使するだけでなく「現代」
という時代の一角を、まるで真実を
知っているかのように丁寧に描く。
６編のそれぞれがゾッとさせてくれ
るストーリーで読者を飽きさせな
い。ぜひ一読をお勧めします。

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○9月の休館　19日㈷・23日㈷・30日㈮

図

書

館

情

報

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

≪私の心に残る１冊≫
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～
あ
な
た
を
よ
り
魅
力
あ
る
人
に
～

　

第
２
回
「
オ
フ
ィ
ス
の
マ
ナ
ー
と

電
話
応
対
３
原
則
」を
開
催
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
人
と
は
？
浜
田
第
二
中

学
校
の
３
年
生
と
一
緒
に
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　
９
月
15
日
㈭

　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
０
時
15
分

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
無
料

～
５
節
句
の
お
も
て
な
し
～

　

第
３
回
「
重
陽
の
節
句
」
を
開
催

し
ま
す
。

日　
９
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

定　
25
人

料　
３
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付

き
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

開
設
期
間　
９
月
17
日
㈯
～
10
月
21

日
㈮

申
込
受
付
開
始
日　
９
月
６
日
㈫

　

午
前
９
時
～

定　
一
覧
表
の
と
お
り
（
先
着
順
で

す
。
た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
、そ
の
都
度
受
け
付
け
ま
す
。）

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
電
話
な
ど
に

よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

http://ham
ada.shim

ane-sports.
or.jp/index.htm

l

短期スポーツ教室一覧表 ※　体操競技教室は実技認定が必要です。
教　室　名 実施日 曜 回 時　間 募集対象 定員 参加料

健
康
づ
く
り
コ
ー
ス

のびやか３Ｂ体操 ９月27日・10月４日・11日・18日

火

４ 10：00～11：30 一般男女 30 1,040円軽スポーツ 14：00～15：30 45歳以上男女

20がんばらない運動
（コンディショニング）

朝
９月27日・10月４日 ２

10：00～11：00

高校生以上
男女

高　　300円
大　　420円
一般　520円

昼 13：30～14：30
夜 19：30～20：30

フォークダンス ９月28日・10月５日・12日 水 ３
19：00～20：50

50
高　　450円
大　　630円
一般　780円

トランポリン ９月30日・10月７日・14日・21日 金

４

小学生親子
一般男女 各10 親子1,240円

一般1,040円

楽しんで！エアロ ９月17日・24日・10月１日・８日 土 10：00～11：30 中学生以上
男女 20

中高　600円
大　　840円
一般1,040円

新
規

キッズ　ジムナスティック ９月30日・10月７日・14日・21日 金 14：30～15：30 ５・６歳 600円ジュニア　トランポリン 17：30～19：00 小学生～高校生

競
技
コ
ー
ス

ソフトテニス（朝）

９月27日・10月４日・11日・18日 火

10：00～12：00 一般男女 25 1,040円卓球・ラージボール卓球 13：30～15：30 35

ソフトテニス（夜）
19：00～20：50

中学校２年生
以上男女 30 中高　600円

大　　840円
一般1,040円バドミントン ９月29日・10月６日・13日・20日 木 中学生以上

男女 40

テニス ９月30日・10月７日・14日・21日 金 10：00～12：00 一般男女 20 1,040円
ク
ラ
ブ

コ
ー
ス

レクリエーションバレー 19：00～20：50 40
体操（中・高） ９月27日・10月４日・11日・18日 火

16：30～18：30
中学・高校男女

20
600円

体操競技 ９月27日・28日・10月４日・11日
・12日・18日・19日 火・水 ７ 小学生男女

※認定者 1,050円

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

教
室
・
講
座

魅
力
学
講
座

平
成
23
年
度
県
立
体
育
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
！
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も
（
親
子
参
加
大

歓
迎
）

日　
９
月
24
日
㈯
・
10
月
29
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回　

５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２

２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

　

座
学
だ
け
で
な
く
、
職
場
実
習
や

パ
ソ
コ
ン
基
礎
の
学
習
も
実
施
し
ま

す
。

対
象　
離
転
職
者
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

　

ー
２
級
資
格
を
取
得
し
、
介
護
職

と
し
て
就
職
希
望
の
人

募
集
期
間　
９
月
７
日
㈬
ま
で

訓
練
期
間　
10
月
３
日
㈪
～
12
月
27

日
㈫

場　
島
根
県
川
本
合
同
庁
舎
２
階
邑

智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
川

本
町
）

定　
15
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
１
万

　

５
千
円
程
度
別
途
必
要
）

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問　
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

日　
９
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　
旧
魚
市
場
付
近

清
掃
場
所　
か
も
め
公
園
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

市
の
福
祉
事
業
の
支
援
や
、
東
日

本
大
震
災
義
援
金
の
募
金
を
目
的

に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日　
９
月
25
日
㈰

場　
浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

料　
メ
ン
バ
ー　
　

９
、
１
０
０
円

　
　

ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
１
０
０
円

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
参
加
料
３
千

円
・
プ
レ
イ
代
・
食
事
代
・
グ
リ

ン
フ
ィ
を
含
む
。

申
込
締
切
日　
９
月
10
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
）

防
衛
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
。）
21
歳
未
満
の
人

試
験
日　
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

看
護
学
生
（
陸
上
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
。）
24
歳
未
満
の
人

試
験
日　
10
月
22
日
㈯

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
。）
21
歳
未
満
の
人

試
験
日　
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

試
験
会
場　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
（
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）

応
募
期
間　
い
ず
れ
も
９
月
５
日
㈪

～
30
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

節
電
で
夏
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
冬
に
向
け
て
は
更
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

島
根
県
の
現
状
を
踏
ま
え
、
原
発

や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
９
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

募
　

集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

資
格
取
得
訓
練
生

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第
16
回
市
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

資
格
・
試
験

自
衛
官

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

環
境
講
演
会
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場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

演
題　
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
師　
沖
村
唯
史
さ
ん
（
島
根
県
立

大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）

料　
無
料

申
・
問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

後
山
昌
宏
さ
ん
（
☎
０
９
０-

４

５
７
０-

４
３
９
４
）

　

音
楽
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
に
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ

イ
エ
に
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
生
演
奏
の
醍
醐
味
を
、
心
ゆ
く

ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
３
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
20
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

出
演

１
部　

中
山
ゆ
き
子（
バ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　

山
田
る
み
子（
ピ
ア
ノ
）

２
部　

杉
本
孝
一　
（
サ
ッ
ク
ス
）

料　
無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

江
戸
期
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
の

浜
田
を
中
心
と
し
た
城
図
・
海
岸
絵

図
・
国
絵
図
・
町
図
・
屋
敷
図
な
ど
、

様
々
な
大
き
さ
や
形
の
原
図
や
複
製

図
を
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
。
描
か

れ
た
用
途
や
、
目
的
な
ど
を
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日　
９
月
10
日
㈯
～
12
月
18
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
歩

く
と
い
い
の
か
一
緒
に
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。

日　
９
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
～

場　
石
見
公
民
館

講
師　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

料　
無
料

※　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
終
了
後
は
、
そ
う
め

ん
流
し
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も
（
た
だ
し
、
健

康
に
自
信
の
あ
る
人
）

日　
９
月
27
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
～
午
後
１
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

コ
ー
ス　
浜
田
公
民
館
→
石
見
公
民

館
→
国
道
９
号
線
→
市
役
所
→
国

道
９
号
線
→
マ
リ
ン
大
橋
→
元
浜

公
園
→
国
道
９
号
線
→
浜
田
公
民

館
※　

５
㎞
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

料　
２
０
０
円

※　

水
筒
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

石
見
公
民
館
（
☎
�
１
３
８
０
）

　

体
育
館
に
設
置
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
と
び
箱
・
ソ
フ
ト
マ
ッ
ト
・
鉄

棒
・
平
均
台
な
ど
の
遊
具
や
、
卓
球
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
を
、
親
子
で
思
い
思
い
に
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
ま
た
、恒
例
の「
で

き
る
か
な
？
」
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
シ
ョ
ー
も
企
画
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

　

今
年
も「
浜
田
ろ
う
学
校
文
化
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

各
学
部
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、

授
業
で
作
っ
た
作
品
の
展
示
や
販
売
、

聴
力
測
定
や
見
え
方
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
食
堂

な
ど
、
多
彩
な
内
容
に
加
え
、
今
年

は
新
た
な
企
画
と
し
て
、
み
ん
な
で

長
い
「
巻
き
寿
司
作
り
」
に
挑
戦
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
15
分
～
午
後
３
時

場　
浜
田
ろ
う
学
校

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
ろ
う
学
校　

伊
藤
さ
ん

（
☎
�
０
１
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６

３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

石
央
文
化
ホ
ー
ル

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

特
別
展

昔
浜
田
の
絵
図
と
地
図

行
っ
た
り
来
た
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

浜
田
ろ
う
学
校
文
化
祭
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ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
石

垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
あ

る
お
堂（
五
輪
塔
一
部
と
経
板
な
ど
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

日　
９
月
18
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前
ま
で

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

華
道
家
元
池
坊
は
来
年
５
５
０
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念

し
、
併
せ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興

に
祈
り
を
込
め
て
「
伝
え
よ
う
命
の

絆
」
を
テ
ー
マ
に
支
部
展
を
開
催
し

ま
す
。
希
望
と
祈
り
を
込
め
た
お
花

を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
19
日
㈷
・
20
日
㈫

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
20

日
㈫
は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
華
道
家
元
池
坊
石
州
支
部

　

小
松
原
さ
ん
（
☎
�
４
９
８
０
）

　

金
魚
の
王
様
「
ら
ん
ち
ゅ
う
」
の

品
評
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
９
月
24
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
６
号
上
屋
（
マ
リ

ン
大
橋
手
前
）

問　
大
竹
幸
男
さ
ん
（
☎
０
９
０-

３
７
４
０-

８
４
３
８
）

　

秋
の
夕
べ
を
ろ
う
そ
く
の
優
し
い

光
に
包
ま
れ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

光
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
お
茶
席

で
、皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
24
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
問　
松
本
家
具
店
（
☎
�
１
０
３
８
）

　

参
勤
交
代
で
江
戸
へ
向
か
う
浜
田

藩
主
一
行
が
初
日
に
泊
ま
っ
た
邑
南

町
市
木
。
広
島
街
道
と
宿
場
の
面
影

を
探
し
て
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。
道

標
や
鏝
絵
の
観
察
。
中
世
の
山
城
跡

や
石
塔
。
時
空
を
越
え
た
異
次
元
の

旅
を
満
喫
し
ま
す
。

日　
９
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

※　

雨
天
の
場
合
は
、
10
月
２
日
㈰

に
延
期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

健
康
長
寿
は
み
ん
な
の
願
い
。
健

康
頭
脳
目
指
し
て
脳
ト
レ
に
挑
戦
。

歌
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
な
が
ら
、
な

る
ほ
ど
と
納
得
。
実
習
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ワ
ー
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

対
象　
介
護
予
防
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　

ョ
ン
に
興
味
と
関
心
の
あ
る
人
、

脳
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
う
人
、

好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
人
な
ら
ど
な

た
で
も

日　
９
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
付　
午
前
９
時
～

場　
い
わ
み
ー
る

講
師　
橋
本
英
樹
さ
ん
（
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
コ
ー
デ
ィ
ネ

　

ー
タ
ー
）

定　
先
着
50
人

料　
５
０
０
円
（
弁
当
希
望
者
は
別

途
６
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
15
日
㈭
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
（
開
催
要
項
と

と
も
に
石
見
公
民
館
及
び
浜
田
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
に

あ
り
ま
す
。）
に
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
弁
当

希
望
の
有
無
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
受
付
も
で
き
ま
す
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８
１

３
）

～
歩
い
て
知
ろ
う
・
学
ぼ
う
・

先
人
の
生
き
ざ
ま
～

　

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
２

弾
「
島
村
抱
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
心
を
込

め
て
ガ
イ
ド
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
25
日
㈰　

午
前
９
時
～

集
合
場
所　
久
佐
公
民
館

料　
大
人
３
０
０
円

　

中
学
生
以
下
無
料

問　
久
佐
公
民
館
（
☎
�
２
６
６
６
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
石
州
和
紙
を
使
っ
た
料
紙
の

製
作
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　
　

Ａ
３
判　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　
　

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

お
手
軽
料
紙
製
作
（
は
が
き
サ

イ
ズ
か
ら
）　
　

５
０
０
円
～

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

第
48
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

市
文
化
祭
協
賛
行
事

華
道
家
元
池
坊

石
州
支
部
花
展

石
見
金
魚
愛
好
会

第
33
回
ら
ん
ち
ゅ
う
品
評
会

こ
ん
や
ま
ち
の
月
待
ち

～
響
き
と
あ
か
り
～

第
１
１
４
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

第
５
回
脳
ト
レ
き
ら
め
き

サ
ロ
ン

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
２
弾

島
村
抱
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
２
０
１
１

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験
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御便殿

浜田合同庁舎

浜
田
川

ゆ
め
タ
ウ
ン

イ
ズ
ミ

浜田
税務署

〶

至
三
隅

至
金
城

至
江
津

Ｒ９
号

Ｒ
186
号

原井小

　

家
族
が
ど
う
し
た
ら
本
人
の
回
復

力
を
高
め
る
接
し
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
か
、
分
か
り
や
す
く
話
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、

接
し
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
練
習
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
の
精
神
障
が
い
者
を
支

え
る
家
族

日　
９
月
27
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
保
健
所
３
階
多
目
的
室

演
題　
あ
な
た
の
力
が
家
族
を
変
え

る
講
師　
高
森
信
子
さ
ん

料　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
締
切
日　
９
月
21
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
地
域
精
神
保
健
家
族

会
連
絡
会
事
務
局　

西
川
病
院
家

族
会
い
わ
み
会
（
☎
�
２
３
９
０
）

　

汗
だ
く
た
っ
ち
ゃ
ん
の
紙
芝
居
は
、

い
つ
だ
っ
て
全
力
投
球
。
た
っ
ち
ゃ

ん
と
観
客
と
の
や
り
と
り
が
と
て
も

楽
し
い
、
参
加
者
も
一
体
と
な
っ
た

紙
芝
居
で
す
。
そ
ん
な
心
地
よ
い
会

場
に
、
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

日
程

○
弥
栄
会
館

　

９
月
30
日
㈮

　

午
前
10
時
～
10
時
50
分

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
の
会（
三
隅
町
）

　

９
月
30
日
㈮

　

午
後
２
時
～
２
時
50
分

○
周
布
公
民
館

　

10
月
１
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
50
分

○
い
わ
み
ー
る

　

10
月
１
日
㈯

　

午
後
４
時
～
４
時
50
分

○
国
府
公
民
館

　

10
月
２
日
㈰

　

午
前
10
時
～
10
時
50
分

○
い
わ
み
ー
る

　

10
月
２
日
㈰

　

午
後
４
時
～
４
時
50
分

○
石
見
公
民
館

　

10
月
３
日
㈪

　

午
前
10
時
～
10
時
50
分

料　
子
ど
も
（
年
中
～
大
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　

大
人　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

※　

年
少
以
下
無
料

※　

当
日
は
、
３
０
０
円
高

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

内　

「
た
っ
ち
ゃ
ん
の
紙
芝
居
」

　

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

今
年
も
地
域
の
保
育
園
児
や
、小
・

中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
あ

り
、
神
楽
あ
り
、
出
店
も
盛
り
だ
く

さ
ん
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
１
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
こ
く
ぶ
学
園

問　
こ
く
ぶ
学
園
（
☎
�
０
１
４
５
）

　

浜
田
城
資
料
館
建
設
期
成
同
盟
会

で
は
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
御
便

殿
を
舞
台
に
、
２
回
目
の
開
催
と
な

る
夜
神
楽
と
能
・
琴
の
共
演
を
行
い

ま
す
。
歴
史
的
な
環
境
の
中
で
、
日

本
文
化
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日　
10
月
１
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
～
８
時

場　
御
便
殿

出
演

　

琴　
　

正
派
雅
映
会
浜
田
支
部

　
　
　
　

生
田
流
正
派
浜
田
雅
会

　

能　
　

浜
田
謡
曲
連
合
会

　

神
楽　

浜
田
市
職
員
石
見
神
楽
同

好
会

料　
無
料

問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

今
年
度
３
回
目
の
石
州
刀
剣
会
鑑

定
・
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
刀
剣

鑑
賞
は
基
本
的
な
こ
と
を
覚
え
て
い

け
ば
、
あ
る
程
度
は
理
解
で
き
る
も

の
で
す
。刀
剣
が
一
番
傷
つ
く
の
は
、

雑
な
鑑
賞
の
仕
方
や
手
入
れ
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。
正
し
い
鑑
賞
の
仕

方
や
作
法
で
、
事
故
の
な
い
刀
剣
の

鑑
賞
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ

一
度
、
手
に
持
っ
て
鑑
賞
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
員
の
募
集
も
し
て
い
ま

す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら
老
若

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

日　
10
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

講
師　
中
野
宅
吉
さ
ん

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

変
形
性
膝
関
節
症
に
つ
い
て
、
講
演

会
と
骨
密
度
測
定
、
医
療
相
談
を
行

い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

講
演
１

演
題　
変
形
性
膝
関
節
症
の
診
断
と

治
療
～
痛
み
は
ど
こ
か
ら
来
る
？

～
講
師　
熊
橋
伸
之
さ
ん
（
島
根
大
学

医
学
部
整
形
外
科
講
師
）

講
演
２

演
題　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
背
骨
の
病
気
～
メ
タ
ボ
の
次

は
ロ
コ
モ
～

講
師　
柿
丸
裕
之
さ
ん
（
国
立
病
院

機
構
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
整
形
外

科
部
長
）

料　
無
料

問　
島
根
県
臨
床
整
形
外
科
医
会

　

中
村
整
形
外
科
（
☎
�
３
３
２
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

特
別
例
会

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
一
家「
た
っ

ち
ゃ
ん
の
紙
芝
居
」公
演

こ
く
ぶ
学
園
秋
ま
つ
り

発
見
！
浜
田
城

夜
神
楽
と
能・琴
の
世
界

浜
田
地
域
精
神
保
健

家
族
講
演
会

～
家
族
の
つ
ど
い
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
！
～

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

運
動
器
の
10
年・骨
と
関
節
の
日

第
12
回
島
根
県

「
整
形
外
科
」市
民
講
座
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き
れ
い
な
海
と
砂
浜
に
恵
ま
れ
た

石
見
海
浜
公
園
で
キ
ャ
ン
プ
を
し

て
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

受
付　
正
午
～

場　
石
見
海
浜
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場

利
用
料
金　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

　

常
設
テ
ン
ト
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

６
、
２
７
０
円

　

一
般
サ
イ
ト　
　

３
、
７
３
０
円

Ｂ
・
Ｃ
ケ
ビ
ン

　

大
型
ケ
ビ
ン　
　

５
、
７
６
０
円

　

中
型
ケ
ビ
ン　
　

３
、
７
６
０
円

　

小
型
ケ
ビ
ン　
　

３
、
１
９
０
円

交
流
会
参
加
料
金

　

大
人　
　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　
　
　

５
０
０
円

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

俳
句
作
品
を
県
内
外
か
ら
募
集
し
、

選
者
先
生
に
選
を
し
て
も
ら
い
作
品

集
を
作
成
す
る
ほ
か
、
俳
句
会
を
開

催
し
ま
す
。
俳
句
に
興
味
の
あ
る
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円

問　
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会

　

田
中
さ
ん
（
☎
�
１
４
０
８
）

　

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
と
す
て
き
な

歌
、
そ
し
て
演
奏
を
心
ゆ
く
ま
で
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
１
部　
タ
レ
ン
ト
・
清
水
ミ
チ
コ

の
司
会
進
行
で
作
曲
家
・
小
原
孝

と
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団

の
演
奏
に
よ
る
、
名
画
で
使
用
さ

れ
た
曲
・
挿
入
歌
・
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
の
名
曲
を
披
露
し
ま
す
。

第
２
部　
ゲ
ス
ト
シ
ン
ガ
ー
島
田
歌

穂
と
小
原
孝
、
東
京
ニ
ュ
ー
シ

テ
ィ
管
弦
楽
団
が
共
演
す
る
ス

テ
ー
ジ
で
す
。

日　
11
月
19
日
㈯

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

前
売
券　
一
般　
　

２
、
５
０
０
円

　
　
　

高
校
生
以
下
１
、
５
０
０
円

当
日
券　
一
般　
　

３
、
０
０
０
円

　
　
　

高
校
生
以
下
２
、
０
０
０
円

※　

９
月
３
日
㈯
か
ら
前
売
り
チ
ケ

　

ッ
ト
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
８
日
㈯
か
ら
、
ス
ケ
ー
ト
場

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

期
間　
10
月
８
日
㈯
～
平
成
24
年
５

月
５
日
㈷

開
館
時
間

　

平
日　
　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

　

金
曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
８
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

　

日
・
祝　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
毎
週
水
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
祝
日
が
水
曜
日
の
場
合
、
木

曜
日
）

料　
一
般　
　
　
　

１
、
１
０
０
円

　

高
・
大
学
生　
　
　
　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下　
　
　
　

５
０
０
円

　

貸
ス
ケ
ー
ト
靴　
　
　

４
０
０
円

　

付
添
・
見
学　
　
　
　

１
０
０
円

　

貸
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

※　

貸
切
り
利
用
の
た
め
、
営
業
時

間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
し
て
来
館
し
て
く
だ

さ
い
。

小
学
校
未
就
学
児
無
料
体
験
デ
ー

日　
10
月
８
日
㈯
～
10
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

ス
ケ
ー
ト
靴
は
15
㎝
か
ら
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

五
風
会
員
の
１
年
間
の
歩
み
の
作

品
及
び
、
五
風
誌
の
園
児
・
小
・
中
・

高
校
生
・
一
般
の
皆
さ
ん
の
優
秀
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
２
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
五
風
会　

今
田
さ
ん

（
☎
�
０
７
２
９
）

　

青
森
県
立
高
等
学
校
の
一
行
が
４

泊
５
日
の
日
程
で
、
沖
縄
に
修
学
旅

行
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
物
語
は
、

そ
の
沖
縄
と
、
と
あ
る
旅
館
の
一
室

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
脚
本
は
、
全
国
高
等
学
校
演

劇
大
会
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
リ

ア
ル
で
等
身
大
の
高
校
生
が
描
か
れ

て
い
る
、
泣
く
ほ
ど
笑
え
る
作
品
で

す
。「
平
和
」と
は
何
を
目
指
す
の
か
、

本
当
の「
教
育
」と
は
何
な
の
か
。今
、

私
た
ち
に
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
共
に
考
え
る
舞
台
劇
を
、
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
中
学
生
～
大
人

※　

小
学
生
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

日　
10
月
22
日
㈯

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
中
学
・
高
校
・
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

　
　

一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

※　

当
日
券
は
、
５
０
０
円
高

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

内　

「
修
学
旅
行
」
実
行
委
員
会

（
☎
�
６
３
９
６
）

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

第
17
回
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

in
し
ま
ね

市
文
化
祭
協
賛
事
業

第
62
回
浜
田
市
連
合
俳
句
会

宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

～
想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
62
回
五
風
書
展

特
別
例
会

青
年
劇
場
舞
台
劇

「
修
学
旅
行
」公
演
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※　

手
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

県
民
参
加
で
創
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
と
び
ら
の
む
こ
う
に
」
グ
ラ
ン
ト

ワ
公
演
（
平
成
24
年
６
月
24
日
㈰
開

催
予
定
）
キ
ャ
ス
ト
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
参
加
者
大
募
集
！

　

来
年
６
月
の
公
演
に
向
け
、
地
元

か
ら
参
加
者
を
募
り
ま
す
。
キ
ャ
ス

ト
だ
け
で
は
な
く
、
演
奏
・
大
道
具
・

小
道
具
・
衣
装
・
裏
方
も
す
べ
て
県

民
参
加
で
行
う
手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
す
。
あ
な
た
に
も
き
っ
と
「
役

割
」
が
あ
る
は
ず
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日　
11
月
26
日
㈯

　

ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ス
ト（
40
人
程
度
）

　
　

午
後
２
時
～

　

大
人
キ
ャ
ス
ト
（
20
人
程
度
）

　
　

午
後
７
時
～

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

応
募
資
格

・
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ス
ト
（
小
学
校
４

年
生
か
ら
18
歳
く
ら
い
ま
で
）

・
大
人
キ
ャ
ス
ト
（
18
歳
以
上
）

応
募
締
切
日　
11
月
12
日
㈯
必
着

応
募
方
法　
応
募
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

ス
タ
ッ
フ
（
大
道
具
・
小
道
具
・

衣
装
・
裏
方
）
を
希
望
の
人
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
・
問　
グ
ラ
ン
ト
ワ
【
〒
６
９
８

-

０
０
２
２　

益
田
市
有
明
町
５

-

15
（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

・
▢ＦＡＸ
０
８
５
６
�
１
８
８
４
）】

http://w
w

w
.grandtoit.jp/

敬
老
週
間
の
お
知
ら
せ

　

年
内
に
65
歳
以
上
に
な
る
人
は
入

館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

日　
９
月
15
日
㈭
～
21
日
㈬
（
20
日

㈫
は
休
館
日
）

※　

入
館
の
際
、
年
齢
を
証
明
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す
。

日
曜
講
座

石
に
描
こ
う
ア
ク
ア
ス
の
海

　

ど
こ
に
で
も
あ
る
石
こ
ろ
に
ア
ク

ア
ス
の
生
物
を
描
い
て
み
よ
う
。

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
品
で
き
る
よ
。

日　
９
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

初
級　
釣
り
教
室

　

釣
り
初
心
者
の
あ
な
た
。
釣
り
を

し
な
が
ら
お
魚
を
観
察
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

対
象　
小
学
生
以
上

日　
９
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

９
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
４
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

　
　

11
日
㈰　

長
浜
神
楽
社
中

　
　

18
日
㈰　

熱
田
保
存
会

　
　

19
日
㈷　

岡
見
神
遊
座

　
　

23
日
㈷　

谷
住
郷
神
楽
社
中

　
　

24
日
㈯　

佐
野
神
楽
社
中

　
　

25
日
㈰　

大
尾
谷
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

　

新
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ー
ル
で
、
シ
ロ

イ
ル
カ
の
親
仔
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
休
止
し
ま
す
。

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
来
校
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

見
学
（
学
校
紹
介
・
施
設
見
学
な
ど
）

日　
９
月
30
日
㈮

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

体
験
学
習
（
中
学
部
）

日　
９
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭

場　
浜
田
養
護
学
校

申
込
締
切
日　
９
月
16
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

栗
栖
さ

ん
・
吉
田
さ
ん
・
佐
々
木
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０

１
）

　
「
風
の
子
」
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
発
達

に
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
こ
の
地
域
で
自
分
ら
し
く
、
幸

せ
に
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
家
族
や
仲
間
た

ち
と
と
も
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

余
暇
・
体
験
活
動
や
、
保
護
者
同
士

の
情
報
交
換
、
育
て
方
に
つ
い
て
の

勉
強
会
な
ど
を
年
間
通
し
て
企
画
し

て
い
ま
す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

○
「
余
暇
・
体
験
活
動　

風
の
子
」

～
家
族
で
楽
し
む
、
仲
間
と
楽
し

む
！

○
「
音
楽
療
法　

ア
ッ
プ
ル
の
会
」

○
「
プ
チ
・
風
の
子
」（
お
し
ゃ
べ

り
会
）

※　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
月
１
回
程

度
行
っ
て
い
ま
す
。内
容
や
場
所
、

時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
市
ミ
ニ
療
育
「
風
の
子
」

　

白
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
０
６

　

７-

９
４
７
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

浜
田
養
護
学
校

後
期
学
校
公
開

浜
田
市
ミ
ニ
療
育

「
風
の
子
」
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,865 20,495 23,004 43,499
金 城 1,916 2,272 2,477 4,749

旭 1,449 1,567 1,683 3,250
弥 栄 715 721 801 1,522
三 隅 2,873 3,168 3,569 6,737
合 計 26,818 28,223 31,534 59,757

人　口（７月末現在）

（単位：人）

　浜田城は「亀山城」とも呼ばれ、標高67ｍの独立丘陵上に築かれた平山城であ
る。築城は、元和５年(1619年)に徳川頼宣の和歌山転

て ん

封
ぽ う

によって、伊勢国松坂（三
重県）から浜田に転封した古田重治が、５万５千余石の初代浜田藩主として、翌
年から築城に着手し、元和９年には城及び城下が整ったと伝えられている。
　山頂の本丸には、三

さ ん

重
じゅう

櫓
やぐら

（天守）などがあり、中腹の二ノ丸には、二ノ門や
焔
え ん

硝
しょう

蔵
ぐ ら

をはじめ、東側山麓には堂々たる規模の中ノ門があった。三ノ丸は東側
山麓に御殿をはじめ、多くの蔵や役所、番所などがあり、西側山麓には、回遊式
の庭園や茶屋、船番所などがあった。
　古田家は２代で断絶し、その後、松平周

す

防
おうの

守
か み

家、本多家、再び周防守家を経て、
松平右

う

近
こ ん

将
しょう

監
げ ん

家と替わり、慶応２年(1866年)の第２次幕長戦争(石州口の戦)では、
大村益次郎率いる長州軍に敗れて「自焼退城」と決し、浜田城はその役割を終えた。

浜
はま

田
だ

城
じょう

跡
あと

（県指定史跡）
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